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時 の J:::I. 葉

建築士法に基〈一級及びニ級建築士は相次

いで選考が行われ，既に大部分はその結果が

明かになった。実際に建築士の資絡による権

剰と義務の生す' るのも間近でゐる。建築基準

法と建築士法と建築業法の三者の完全施行に

よって，日本の建築界は新らしい段階に入る

筈でめる。

然し現実の建築界の様相はどうでゐろう

か。不完全な利: 料，信頼し難レ施工 ・非良心

的な設計不合理な工事契約はゐま bに多し、。

建築に関係する人々はすべて この不満を感じ

て居る。けれどもその改善は遅々として進ま

なし、。

@  
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その原因の最大なものの l つは経済界の不安定でめる。放ー戦直後 lこ較べれば回復したとはいえ，日本経済の

基盤は甚? ゴ弱 L、。特需景気はー郊の人々 {e 富ますのみで，却って大部分の国民を不安にさら して居る。明日の

生活が保証されて居な い様な状態では，本格的な仕事はできなし 、。

法律の文章のみ立派でめっ て，現実は迄か下方で行き 詰って居るのが現実の姿で ある。径済的裏付がなけれ

ば，如何な美辞E査句も主主文に等しいのでめる。
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所 在 Mi nneapol i s， Mi nn.  

敵 計
Saar i nen 父 子

施 工
Kr aus- Ander son， Inc.  

音 響 Bol t ， Ber anek &  Ne w: ;nan 

サ ー リ ネ ン の 遺 作

El i el  Saar i nen は昨年6月30日76オを以て死

ん1::。 この教会はサ ーリネ ゾ父子の共作と して

は最後の作品でめる。工費僅かに 30万ドルで，

会堂は 600人を牧容し， 且150人の席を増す こと

が出来る外， 50人の合鳴者席，洗礼室その他 o

耳立 9，しか志完全な音響効果を有し， 事直射援房

及び換気装置を設えて居る 。

プラ γ は単純且周到で， ナルテックスとチャ

ベルはイ ースタ{ や F リスマスの混雑の僚には

予備席になる。ナルテックスの上には合唱席と

オルガ γ 室がある。全体地下室がゐ b外套室 と

倉庫等に宛て られて居る。

( Ar c h.  F or um J ul y  1950") 



卒 面 図 祭壇後の盛及びチ 乍ベノレの後の壁が

共に主軸に対し傾いて居る。北側11のク リアス

トーリ ーの星まも主軸に平行ではな し、。

断 面 図 天井も傾いて いる。



ート

特に注目すペきは音響処理法で，平:isi " 1正び断面

の形が既に考慮されて居るが珪面及天井面には種

々の考案がしてゐる。

下左図 平面の対! 向感は互に平行? ない様[ こし

てゐる。左下図の; 1J- は天井平函図で紫、〈見える部
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分は吸音羽が貼ってゐる。

上 図 天井は祭壇に向って右方に傾けであ る。

右の時は折線状に作られ，聞をあげた主主瓦墜とし

てゐる。

下有 図 Ｇ ｊ 祭壇よ ｢ 会衆席ｾ見る。目



よ 園 祭 壌を望む。照 明法が特に注目される 。壁から突

出したスプ ー ゾ型の照明器具は アル ミニュ ーム製で強い間

接照明をして居る。" 7 弁の小手もは一役照明用。

上左図 新館と 18館をつなぐ鍍廊下。

下右図 主玄関。牧ま bの良 い詳細 を注意さ れた L、。
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伊 藤 忠 商 事

鉢山アパート

位 置 東 京 都 渋 谷 区 鉢 山 町45番 地

段 計 株式会社

監 理 大阪建築・事務所

施 工 清水建設株式会社

三段工業係式会社

電気工事 沼 気 部

空 事 ド 芸 大 阪 電 気 援 房 商 会

工 期

自 昭 和 初 年10月 5 日

至昭和 ｾ Ｖ 年 Ｓ 月 Ｑ 日

用 途 社員住宅 ] g 戸

建 物
地階 38. 64帰

面 積

1  11 130. 37 

2 1 1  130. 37 

3  11 130. 37 

屋 階 11.  50  

延 441. 25 

1 戸当 21. 73 



構 造

鉄筋コゾグリ ート 造 3 階建

外部仕上

色モルタル吹 付 笠 木 及寝

入進石洗出

内部仕上

玄 関 床 ， 大磯 洗 向

和 室 砂 壁

台 所 プ ラ ス タ ー援

浴 室，1 ，定所腹首イルR占

。

〈玄関〉

〈南側〉

平面図説明

各F骨平面

入 口

2  玄 関

3.  台 所

( 居間〉

地下階平面

4. 4 畳 半 7. 物 置 C. 浴 室 A . 物 置

υ[i .  8  2占止 A. 押 入

G. G  
AS L  1L  B . 床
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地 下 時
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建 設 業 界 の 経 済 の あ り 方

建設業界が終戦後において，予想外の多忙を米たした

理由y" I 我国における各府県都市が戦禍を依った為めであ

って，いわゆる復興のための応，立パラック式滋は公共施

設の特に急を喜きするものについてのみ盛んに建設が進め

られ，只金槌と鋸とさえあれば家が建っと言う程度弘

安普誌が苦L立するという np大工の活況時代が展開された

のであった。

このような時代が約四年余りも統いでいた:すれど -

ｫＺＮｾ我国の一般産勢 ｅ 及び貿易界等の経済方市が，鞘々安定

されるに至り，工場の復旧，機材の盤的，交通の回復，

食料$ ' 怖の好転などと共} こ，充分とはいえないが先づ最

低生活の下位程度のレ ベルにまで透したので，それらに

伴い建設業界にも徐々にー訟の光明が射し始め. 光つ凍

J; i ( のピジネスセ γ F ーといわれるあたりには，久々に鉄

骨鉄筋コゾグリート等の，商問建築物も建設され始め z

炊けピルの修理も i白々出来始めたのであった。

関西方聞においても神戸の如きは比較的早くから，さ

すがに貿易港の面白上からみても，相当活設な復興振り

を示し，次で大阪も立上りかけたのであるが，何分船場

島之内方閣は殆んど焼野原 と化 しており，然も大阪の特

ｾ性ともいうべき中小商工業 者が多く庖舗を有しでいた

関係で，他の都市} こ比べれ: ま復興への立ち上りは比較的

遅かったのであった，ところ凶作年下半期頃から俄然連

設の気運が芽ざし始めて，本年の初頭には駅前の地帯か

ら探筋本 田｝筋御堂筋等にかすて，大阪 本来のｾより 以上

の，近代的な規模椅惣を以て各所に事業兵蜘:起りつつあ

るこ とは，まことに慶祝に堪えない次第であ之 c

殊に土木事業に於ては全国にも稀でらろうと d思われと

ものの一つに，大阪府市に於て計画且つ喫行さ h つつあ

る，彼の大防潮堤工事のま口きは，土木業者への活路を与

えたものとも考えられ，当局並に業者の両手 ｈｾ 完全に Ｓ

協力態勢を以てその工事に誼進 しつつ一日 も年く涼工事

が完成し，大阪市を安全に守るものとなる自の来 ζ こと

を，大阪市民はこぞって祈念し，業者も叉d元ぐま L い活

躍をしつつｾるのである。又公共的の施設物の内，大多

数府市民の渇望の的となっている，住宅に於では府も市

も相共に木造住宅及び鉄筋コン F リート巡の共同住宅を

順次，建設中でらつでこのまま押し:rl!;(bてゆ，t ば 2 近き

将来には互主る程度{ : E 宅燥の緩和も期 し得られぞ4 T と思う

，現在の如く借家主l喋を行うことの附縦である時として

ば，ど うらつで も府並に市の格段の努力に待つより 外に

手段はないのであって，たとえ住宅金融公庫法というー

結t荷な制度ぱらつでも，まどまだ一般にサラリ ーマンや

相 沢 喜 久 太 郎

貧乏人などでは，ｾの制度まで利用する手を延ばは辱な

い爽俗である。

このよ号に建設業界の見通しは可成り有望でまb り，経

済面に於ても悲観説をとなえる劉討恥、ように考えられ

るが，他の産業と対照しでみると建設業者は芙の利潤の

あまりにもま葉少である事が痛感されるのでらる，製造工

業， 小売商白等についてみても，それらの利益が二割乃

至三割伎といろのが，大部分でらってr 調喋の如く，

詰負金高がどんなに多額の数を示していても，その得る

ところの純利盆が五分や一割jでは淘に微々たるものであ

って，坦憶至極でｾ ると云 わざるを得ない，それも 必ず

Ｍ Ｇ［ｬ［ｾ程 度 は儲かるものならば まだよい方として実際経営

してみると十の内二つや三つは赤字を背負い込むことも

E延々 起り 得るのであって，これらの損得を差引けば突に

有難くt r . い，外商派手にみえて内面苦しい業績を切 り抜

けなければならない，故に建設業者は議に自粛自戒して

その経営の合理化をはかり，業者それ自体の安定と 向上

を計るように思いを致し，国家も施主も業者ーも御互に経

営問題の中援ともなるべき点を取り上げて営業の成 り立

つよう考慮されるべきではなかろうか。

建設諜界} こ於て最も重大な問題として考慮. させられるも

のに，入札という制度がある，これが中身問題の焦点で

るって，それも指名入札ならば光づよい方で公ス礼と も

なれば，ダゾピ Y グがこれに伴いやすく，工事を獲得し

たという一時の快感はあっても ，さて工事の進捗するに

従ぃ，予算が不足しているため自然に無理があり . 叉面

白味というものもなくなっで，蛍I ! f 者耳2は発注者といが

み合ったり ，工事内務の手抜き問題，その他芳しからざ

る問題がまま起り得るわ:t である，結局業者lま信用を落

すとか，自滅するかの道に追い込まれるのでらって，業

者自らが全く自信のある見積予算を以て，堂キと他の業

者と『践し、，決して男性理のある予算では仕事をしないと L 、

う，前にも述べたように自粛と自戒とを保持し，建設業

者としての誇りを傷つげぬように，少くも今後は之を絶

体的なる金科玉条としてゆくべきではt r . かろうか。

然らば，そんな聖人のような説を守っていたならば，

いつまで経つでも一つも仕事が取れなく注 りはしないか

という疑問も起り，正直者は馬鹿をみる結果になりはし

ないか，という業者も一部c 声として起るが，之に匂し

て他の人は他の人だ. f低の方はそんな事にかかわりな 〈

どしどしと安く，そしで主主を多く取れ! ま金のやり繰りも

出来'て，経済的に於ても何とかやってゆけるから，少

々無理をレてもかまわないという輩が，その跡を絶たな

9  



レならば，荻国の建草学界の発展1' 1 望み薄と云はざるを

得なし、。吾々 はI f f ，呼として斯く 叫びたい，正当な矛1j 主主の

得られないような工事i¥" I 絶対に入手しない 1! と，業者の

経済を1 (，新ずるの意図を以て先ず，ずるな，と心ある一

人が実行の範を霊れこれが二人に' a . り百千万人に反ぼし

てゆくならば，近き将来には全国の業者¥' 1 完全に，赤字

を出してまて、無誌な仕事をしτ いる業者はー人 もない，

という謹ｾ的なｾまで到達させたいもの有為る。

工事盆が追々殖えつつある此の紋会に，らせってダ γ

ピγ 〆する程，屈なことはあり得ない事可s; ! oる，経済が

スム F スにやってゆけてこそ始めて，優良完全な工作物

もなしとげられるのである，損ばかりしていて円滑な蛍

楽作成り立たない，よろしく気字と視野を寛大な. i : ; 特を

もって，目前の小我を拾て永述に持続する業界の経f民的

庫tT l ' i i を計るべき秋である。

一方言走者として金融の必要ある渇合，銀行では貸出し

の悲し制限を加えているので，その経蛍にあたる者の等

しく問実在を感じさせられている，これは突に吾が業界を

無視したものとし、おうヵ，紫易 ｴｾ 笑状について然智でお

るのか，何としても固有に蕗- t ，ぬ話である，産業国防等: ゐ

らゆる聞にm. 要紙くべから さζ 建設業界に対 L ，斯かる

差万 ｢ 白ぢ弘扱いを行ってい乙王ｾＨ 丈 言志向ｉｦｦ ｲ である，業界か

らも多ux国会議! 良も選出されている現在，これらρ方割

にも呼ν かけて，金目量打開の根本; tJ 誌について大々的に

猛迩動を起し，当局の覧醍を促すと共に所j切の目的をi主

/i tzせしもべきであろう。

殊に最近の業界に於ては相当深刻な経済の行き詰りを

来している， 1! Oち仕事はらっても施主からの支# 金がお

そL 劫，高t波金の制度が中々突行に移してくれなレ事く

尤も一部の官公摺で自I 政金をくれるところもできたが〉

資材の1品質による資金の運転がヨ「潟1こ尉刻1立の多レ著1・，

ｬｗｾ 特需意 気の主主に押されて現金払をしなければ資材を

!I I己ってくれない事などで，業界としては阻分骨が折れる

事が多L 、。

いづれにしても業者が手持資材を多数貯えていると い

うことは殆んど少いのであって，此頃のように資材の急

騰してきた時は，業者としての経済面に対する苦心には

全く閉口させられているゐでらる，そこで全国の建設業

協会ではこれ らに 牧i悩隊: i ' l に対する契約の更i j Xl ! Ut.，高ij

渡金問題の促進，入札方法の合理化等にららゆる，経済

上ゆるがせにできない当面の問題につき官公庁及び民間

ｾ ｾ も定普門の方面ぇ ， 敏弘雲を提 出 して之が解決と震識

を促す選抜が行われたのであった。

{可がこのように業界を苦しめるようにした原因か，と

いえば，直銭的にいえば彬Ij!司裁苦Lの裁発で; ! oろ う， それに

依 る資材がどしど II銃れ扮めたので，建設に使用する鉄

材，セメ γ ト，木村等が先つ著 しい値上りをはじめた，

それに加えて不幸にも，大阪ではジエ ｾＺＯ台風 という不

時の天災に見舞われて，近年にない大風水害 をもたらし

此の復旧に莫大な資材が必要となり，当時労働者も忙

がしくまミ材も沢山入用なので，価絡も著しく高くなった

のである，続いてア メリカのヨ| 常時態宣言がfi われたか

ら，益々拍車をかけられて，区表第一，に示す如く鉄鉱i

に属するすべて¢物l士銀上りに，のぼり船め本年三月十

五日現在の司王いによってみても止るところを知らないと

う飴末であるみにfl!i 上りむ脅しかったのは木材でらるが

現在はやや横ばい枚態に近いようにみられている。

此の図表について御もの通り最も変動の少いのは硝子

と屋根瓦1 j t :位のもので，その他¥7相当急隊の」歩みをつづ

けているので，長ｷ［工事を言 ｾｴ ｾ 負っている業者叉ＨＭ［ＱＺ値上り

直前に，安い価旅可 ＺＺ Ｇ ｾＺｾ＿ｩ られた業者はヨ ｉ Ｇ ｾ Ｇｩ｜ＧにＳ＾｜難を感じ

ているわけである，こんなに著しレ建材' の&119;( ' 1恐らく

今迄にもその例It.少なかったで為ろう，但 l : 第一次世界

戦争の時は別としても，あの時の日本; の場合と，今日の

ように被占領下にある場合とは多小の相違はあるものと

考えられたし、。

Ｈ註〉図表ｾＩニ ｬ 才 ｪｾｊ 鮮司 Ｑ 没 ＺＡｦｊＮ 発直前の場合

く ｾ王者，大阪建設業協会工務詐長〉

。建築士各位にお願い

木会会員にして一級廷築士叉はご級建築土に合絡

されました各伎は至急資絡かくとくされた年月をお

知らせ願います。( 会員台帳記入整備の都合上〉

日本建築協会，主ふ1

'  一 一 一 一

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 Y ノ Y ユ ー ム 糊 Y ノ Y ユ ー ム ・ ヲ ツ ク ス

東 洋 リ J リ ユ ー ム 株 式 会 社

本社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 ト 51 ・69

大阪事務所
大 阪 欝区 諒五 F37Fピル 東京支宿 東 京 鶴 湾 前 見 正 号564 和ピノレ
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A  E  コ ン ク リ

最近， A E  ( 空気通行〉 ヨγ クリートに関してー，ニ

の実屋全を行い. 2 ケ所の工事現場でその施工を実施し た

が，その際. このコゾクリート新工法について若干の調

査 を 什ったのでここにとりまとめて参考に供することと

した。

1. 空気連行コゾクリートとは何泊、。

コンクーリ F ト混合のときに感極の薬剤lを混ずるとコゾ

グリ F ト全般にわたって微細な空気泡が発生する。この

空気泡は未硬化のコゾクリー トの性質に種々の変化を生

ずるが，なお硬化後もコ γ クリ戸トのなかに後留して，

コy クリ戸ト の而杉t性の駒大等に役立つ。このように人

工的1;:，.1、気泌を含有させたコ Y! / リートがAi r Entra-

i ned .  Concrete .である。この名称の 日本語 としての定

訳はできていないが， :- A E コy グリート J ( 土木学会制

定 ) i 空気速行コゾグリート」くセメ γ ト技術協会々長

藤井光葱氏試案〉が比較的! ぶ〈用いられ「連気コ γ グリ

F トJ i 空気入コゾグリ F ト」等の訳語も 一部の人 々に

用いられている。

空気を発生させる よ長翻lは原語では Ai'." Entrai ned 

Agent  ( 略して A. E. A) と呼ばれ， i 空気巡行剤J i  

ａｅ 剤 ｊ 等と邦訳され てＺ ｾ、 る。

さて，この AE コγ P リートは十数年来，米国でコ γ

クリートの耐久性の矯大を主目的として，主に土木工事

関係方面て研究されて来たもので; r ; _ ，るが，ウオ ーカピリ

テイに好結果をあたえコゾグリムトの施工が非常に楽に

なるので，建築方面でも愛用されるようになり，米国で

は普及しすぎて7弊害も生じて? いる現状だある。終戦以来

我国にも米国から A EA".' が次々と輸入され，つづいて国

産の A E剤も数種が名のりを; r ; _ ，lt. 研究よりもむしろ爽

絡が先走る位に曽及しつつある。

2. A E剤にはど人なものがあるか。

大別すると樹脂 〈松sa等〉の系統のものと，石油系統

のものにわけられる。なお，後述するように空気迫行に

よって生ずる強度の低下をカパーしようとして，気泡発

生剤に種々の強度増加賀が加えられているのが普通であ

るc

輸入品ではグイ γ ソノレ・レヂ Y ，プロテックスが樹脂

釆で，ダレツクスは石油系である。グイ γ ソJ L レヂ γ く

岩井産業取扱) ｾＢￌ必脂系統の姦色 の粉末で使用の際に苛

性ソ戸〆で中和しなければならない不使がある。この而

倒をさけるように予め処理したものがウ' イゾソル NV X

と呼ばれる。又聞き主ソー〆で中和したものを2 0 %の溶液

として販売してい 乙業者 ( 山宗化学〉 もある。ヴイゾゾ

ト に 就 て

谷 口 備 武

ルレヂゾ系のものは他のA E剤lに比し安価なのが特長で

ある。プロテ ッグス( 日本初ト商事援〉も閉 じ〈グイ ゾ

ソル系統のものにセメ ν ト鉱散剤を配した もので ｒｾ 縄色

の液体である o di レツグス( 第一物産扱) ("I 前に述べた

ように前二者とは全然，系統の呉るものであるが外観は

プロテックスに似た陪褐色の液体である。この薬は空気

発生作用が比較的鈍感であるので， 少々量を間違えても

空気の過量発生の，(1噴Eがないことを特長としている o filli.

絡は前 2 者より割痛にな る。輸入品にはこの他 にボゾ リ

スというものがあるが，これは空気連行よりも ，む しろ

セメゾト鉱散によ るコゾグリートの初期強度の樹最寄? 主

目的としているもので: ， 他のA E剤! とは相当，趣きを異

にしているのでここではふれない事とする。価絡も他の

一般A E剤とは比較にならぬ位，高悩である。

国産品として松脂熟統のものにはスプーマ 15 ( 日本松，

脂製〉がある。褐色の波体でらって，価格はプロテ ック

ス，ダレツグスよりは安いようである。スプ ーマ以外の!

国産A E剤はすべて石油系合成洗剤1]， 所謂「 ソープレ ス

ソープ」の部類に入るもので，粉末状，成( " I パター状で

販売されでいる。商品名としてはユユ F レツタスく日本;

泊脂製，バター状) ，ネオソープく三井化学製，粉末状) ，

ソープレック ス〈日新化学製，粉末状) ，ネオ ベレ ツク

スく花王油脂製〉等がある。国産品にも勿論，その性質

に於て米国品に劣らないものがあろうと考えられるが.

何分，充分な研究デ ーター がなぜ ，叉米国品のように長.

期の胞工成績も無いのでその保用に当つでは調査，実験

に包ｾ窓事 ｦ 期す必要が ある。

さて，これらの A E剤lの用法としては，セメ γ ト製造

の剤に混じて: AE セメン 卜に仕上げる方法と ，現場混合

のとぎにミキサーに投入する方法とがあり，米国に於て

もその優劣について相当，論議されて丸、るようである。

後. i : t のように，同誌の A E剤を用いても現場の施工条例ニー

によって発生空気量: ; b ，大巾に変動するものでらるこえを

考えれば， A E剤を現場で投入する方法の方が一般には

適当なようである。我国でもこの用法か常及されている

弘一方， A E セメ Y トの勤盆も 日本セメゾト英他に於

て試作つが開始されてL 、る。

3  述行空気は コγ クリートにどんな影響を

あたえるか。

たるベノ数字をはぶき，簡単に列挙するとみ; のとおり

であ る。

( 1 可ウオーカピリテ f がよ/ なる。微細な気泡が軟いー

ポ - /L i犬の微少な骨材として作用するのでウオーカピ

13 



リテイ が大いに改善 されるのである。 このため， 砕: r i

や粒1ft の悪い骨材 も使用が容易にな るし，発生した空

気盆とほぼ同容積の砂を滋少しでも配合上不合理を生

ぜず，浮き水と分離が減少、するという結果が得られる

〈ロ〉耐久性がよぐむ: る。空気量を 4 - 6 % ( コγ グリ

ート の全容績に対す不透行空気の務積の百分率〉述行

したコ γ タリート 伐凍結融解による般駿作用に対する

抵抗が非常に士曽大する。空気量I . I ， G %以上に憎しでも

亡の抵抗力はt曽さす. かえつで滋少する。

〈ハ〉空気を連行させたために ウオーカピリテイがよ〈

なり，そのため水セメゾト比を低〈して施工したなら

ば透水量は滋少する。 水セメ y ト比を同 じにしておい

て空気を連行させても透水性には大 した変化はない。

( ニ〉 同 じ水盆 のコ γ タリート では述行空気量が憎大ず

るにつれて乾燥牧縮 も憎大する。ただし空気の迎行に

よってコ Y ヒステ y シーを憎した分だけ，水設を滋じ

ーてスランフ・を同一に保つように配合を調殺した場合は

宅支盆によるコゾクリ ート の牧縮刷大( - ; t 告訴めて僅かで

ある。

てホコ同じ7k セメゾト比のコゾダリートでは連行空気量

をI曽ずにつれて，強度が滋少する。これは古〈からの

タルポット Eそのセメゾト空隙比説に示す通りである。

通常， 空気盆が 1% だ't J:曾加すれば強度は . 1 - 6 %滋

少す ると言われている。 但 し述行した空気によって コ

: / 7 リー トがウオーカプ;L になったのに応じて，7ki量

を減少 したり，砂量を加減 したりして，仕隊舎の要求

〈セ メY ト盆，スラゾプ等〉と合滋させた場合には強

度は必ずしも滋少するものではない。例えばスラゾプ

とコ : /! J ' v- ト1 m
3

中のセメゾト盆を一定にすると

いう要求を充たした場合の一例は第 1 表に示すとおり

である。これによれば， 食配合でほかえって強度の婚

す渇合もあることがわかる。

-第 1表 A E コy クリート と熱気泡コゾク

リート圧縮蛍度の比較

巡行空気量ー コゾクリート 1 m
3ψ

IV -l<云7 下7丘

% 一三笠単1 _ _ 3盟主星J_ 3盟主豆

2  r  107 I  97 I  93 

1  1 二自主
6  I  103 84 I  

8 I  94 I  76 I  65 

( 日本セメ γ ト技術協会コ γ F リート 講習会

テキス トより 〉

くへ) ｾＡ￬ｪ 性 係 数は 水セメ ゾ ト比， 空気盆とＧ逆に吾 ｅ 化 す

るo IIpち水セメ Y ト比が同 じならば，巡行空気量が増

すにつれて弾性係数は減少する。

くトココゾクリ ート の単位重量は連行空気量に正比例 し

て減少する。しかし普通にA E コソクリ F トとして用

14 

いる空気量 3 - 5 % の範囲で快晴んど問題とするにた

りない。

以上のよう に，利点もあり欠点もある。使用する A E

剤の孟，コ γ クリ 戸ト の配合 比 等を ｾι 電に計画しないと

欠点ばか りが強調されて失敗を記録する ことにな る。

4. 発生する空気量は何にょっで影手帯され るか。

同盆 の ａｅ ｾ 事 ｪ を用いても，そのと舎の現場条件によっ

て，コゾタリートに連行されるg ; g 気量は大巾に究化 する

ものである。この発生空気量に影緋をあたえる主な事項

を要o挙すると次のとお りであ之! 。

〈イ〉コゾクリート中 の砂の量がj告すと発生空気i臼 a曽

加する。

くロ〉砂の粒度分布中，紛いものくO. 6- 0.  3 mm、が閉

すと空気量が増加する。

ひ っ 粗砂は空気を連行しこれそ保持することが困難で

為る。

〈ユ〉符石類は丸味のある砂手IU:. りも発生空気設が多い

くホ〉平強セメゾトは空気を通行し鍛< ，多量 の ａｅｾ 明 ｬ

を用いなければならなL 、。

くへ〉軟練りコゾタ リート はかた繰りでスラ y プの低い‘

ものより多どの空気を連行すζ .。

引っ機械練りによる場合は手紙りによる場合よりも空

気が多〈発生する。

くチ〉ミキサ 戸にもそれぞれ伺性がらり ， ミキサ ー毎に

空気発生能力が異な る。建設省山閏}I悦治氏の実験では

ミキサーの容量が大き〈な之程，発生空気盆プメ多 f な

っている。

くリ〉混合時聞を婚すにつれて発生空気量は憎してゆ t

が，あまり長〈混合してい ると空気量は滋って「 る。

( ヌ〉ミキサ ーを出て打込終る迄に笠気量は少 し散治す

る。〈約0. 25% ) 又振動をかけあと， 0. 6- 0. 7 %のエ

ヤーの散i鐙がある。放にミキサーから出た直後はこれ

だけ空気盆を増しておかねばならない。

むし〉温度が 高 J なる程， 空気が発生し殺し、。 例 えば

7

0

C の時の遥行空気量は 21
0

C より 4 %多<， 55
0

C で

は21

0

C の時より 2 5 %少い自である。

以上は主として米国で実験されたt費税に基〈ものでら

って，日本の骨材ではかなり違った結果が出ることも予

恕される。叉，この{ 也に も種専の事項が考えられる。 例

えば，砂が湿っている時， くイナ: / デ戸ト した砂を用い

たとき等) ，発生空気量が異常に少なかった事例も体験

しているが，僅かなデ - 3l ーでは何 とも判定できないの

でよには記載しなかった。要はあ♂まで現場のコゾク リ

ート について実地に空気量を測定し，ｾ哩な処置を凝る

ことが第一で， rこの A E剤， 幾 C・C・を用い る と 発 生

空気量，何%J 等 と 公式的} こ考えないことが 大切であ

る。



5  A E コゾクリ 戸ト の百母合上じは Ii うしてきめる阜、

先ず通当な空気量を決め ることである。前記のよ うに

耐久性の要求から必更な空気f誌を 4 - 6 ，%と大雑把に定

めたが、実際はこれは骨材粒の大きさにぶつて変つでぐ

るものなのであ る。 即ち砂利の厳大寸法が大きいと一定

の要求を充すコソクリ F トに要するセメゾト・ベースト

の盆が少い。したがってコ : / 9 リート全容践に対する空

気の% は少〈て よいことにな る。アメリ カで推奨されて

いる砂利寸法と 適当な空気量の関係は第 2 表のとお りで

らる。

2  表

関手 Ｑ ＱＵ Ｑ ＲＵ Ｑｾｾ 川両ムｆｯ

号司τ!?市4i Iτ1
3

i-1  

建築で単にウオーカピリテイの要求から A E剤を用い

るときは空気量 Ｓ ＭＳ Ｎ ＵｾＦ でよ ｌ 、。こうして定められた

量によって連行された空気はボ ール状の徴砂として働き

ウオーカピリテイが増すので，普通のコゾタリート配合

比を「発生空気量に応じて水量と砂盆を滋少し，強度の

減少を極力抑え，立， 脇工上，耐久上の要求を満足する

コゾクリート とするりと L 寸 原則によって調節し，A

E コy クリ戸トの適当な配合比を見出すことが可能とな

る。詳細¥-l:セメ γ ト技術協会のパゾ 7 レヅ ト中 の 「空気

速行コゾクリートの知識J rコゾクリート間合の設計」

の2 冊，及び京郡大学近族教慢が翻釈された米直明拓局

の「コゾグリート使'Lj' J に記述されていあから， 是非，

参照されたい。

6. 施工上注意すべき事項

ａｅ ｾ ｊ の使 用量はセメゾト Ｑ 袋 当り ＲＰ｣Ｎ ｣ とか， 30c. c 

とかいう微量なのが通常でらるから，計1誌は相当，厳密

にしないと発生空気量に大きい彰仰を与える。この条件

を楽にするため削除に， ａｅ ｾｊ を ＱＰ Ｅ 以下 にうずめ ーパ

ッチの使用量を多くすろ。こうしておくと計品が少 し間

巡って も結果に与える彰仰は少くなる。但しうすめたも

のを用いたからといって，計量が不正5をでよいわ:1' では

泣い。 ａ ｅ ｾ 困 ｪ の正確な計量のために種々の分翠計量溶く

デスベゾサ ーコが考案されているから，これらを研究し

て，現場所在の資材で適当た計量袋燈> t r 溜作して使用す

るのがよ いと考えられあ。

4. で説明 したよ うに砂の粒度は空気発生盆に大ぎい彰

符があるから， A E コゾクリート漉工の時l士普i亙コゾグ

りート施工の時より ー胃，砂の粒度について留意しな ;t

tL¥まならなL、。

パイプレーターを用いて締固めをするときには，J温度

にならないように注意した¥t れ1まならない温度の振動は

型枠の表面にェヤーを集め，種々而白くない現象を生じ

る。 A E コゾクリートの娠勤時聞は普通コゾグリートに

たいするものに比し， 2 5 - 4C，%で よいと L 寸研究もら

る。

なお，前に説明したように空気量は極# の条件; こよっ

てかわるので抱工中， j厨繁にコ: / グリ ー ト中の空気設を

測る必裂の，; t t る。国鉄では 2 時間応 1 回の測定を要求さ

れている。測定方法? とついては次衝で説明する。

7. 生コゾ P リート中の空気B 測定方法

測定方法l主3大別 される。第一 の方法はコソグリートぷ

材斜の比重，使用i誌を厳密に測定してコ : / 9 リート rl .lに

全然，g ; g 際がないと L 寸仮定によってコ ソクリート の理

論重量を算出し，これと実地区測ったコ : / 9 リートの重

量を比絞して空気量を定める方法で意益法 と呼ばれる。

第二はコゾタリートの一定量を容誌に入れて回転等を

あたえ，コ ゾタリート中 の空気をすっか り排出させ，そ

の後長初の量になるまで アルコー ル等を加え， その量に

よって空気量を知ろうとするもので容量、伎と呼ばれる。

以上，二方法: - l : 現場の測定法としてはや L 難色がらり広

く用いられでいない。

第三の方法はコ γ タリートの一定主主を容尽にス村，こ

れに手押 lィポゾプによって圧力を加え，その場合の主宰涜

の滋少からボイルの法刻によってコゾダリート中の空気

盆を推定しようとするもので圧力法と呼ばれ，優秀な測

定恕具が考案されていで現場で広〈応用される。

測定恕貝. のーつの方式はワシン トン型 と呼: まれ， 少さ

い気密気蜜の庄力降下から，すく' 目躍りにコゾクリー ト

中の空気設が出るように考察されたもので水を用いる必

要がない。( 島津製作所， ｉｾｕ 川試験 Ｓ ｦｬＺ製作所等で試作。コ

他の一方式 ｜ＭｬＺ メゾ ゼル型と 呼 Ａまれ ｾｊ もので ， コゾグリ

ート の上に水を注入し，これを介して圧力を加え，水閣

の下り によって，直ちに コゾク リート中の空気盆が読みー

取れる よう に工夫されている。水式 とも 呼ばれ る。 ( 円

井製作所，前川製作所等で製造。

叉，以上二方式の中間型mちワシゾ トソ型の原理で水

を使用するものもある。( 米宅 プレツシユアメータ F 型

円井製作所に於て試作。コ

以上のistl E 3 { ) : はいづれも，その使用にあたつでかなり

熱練しないと一定の結果が得難いようである。 A E コゾ

グリ ート施工者は予め，これらの恭兵について充分の研

究を積んで置ど 必更がある。

8， 建築に用いられたA E コゾクリート施工の実例

くィコ総理府統計局j f 舎のコゾグリ ー ト工事

これは建設省建築研究所の報告によるもので，使用

セメ ゾトは秩父セメソト ( 4週圧縮洩度 303kgl cmη ，

砂¥-l: 多寧川〈粗粒ギ2，89) ，砂利も多摩川仁粗粒率7.

15) で， A E斉1) としてはプロテックス 1: 水 46 の溶演

をセメゾト 1袋当り 1110 c.c. 用いた。試験結果I-l:第 3

15 



表C とおりである。

第 3  表

区 分 |持 17 1行: その5722

康 準 調 合 I 1: 日: 口己竺:三

和 付 ト 比 例 市 I 65 1  回

ス ラ シ プζ αn) 1 21. 8  !  22. 0  1  23. 0  

空 気 量 ζ 釧 O. 千百 3. 2 !  4. 08;  

T 日 程 度 I 107. 0 I  93. 0 1  79. 2 
くkg/ cml l ) 1 L V ' .  V  I  J U .  V  1  

2 8 日 強 度 I 178. 5 I  161. 3  I  147. 1  
( k g/ c m2) 1  L '  U. " I  L V L . ' "  I  

在来冨りす ｾｉ 一三三 る Ｖ ＮＲＱ ーコ五
ト 使 用 量 1. ｶＧｾＢｾ ｬ＠ v.  U  I  

( ロコグイ γ ソル・レヂ ν に関する実験

当fll 東京支底のデ F 夕戸である。使用セメ γ トの強

度が低いため，全般の強度が非常に低〈なっているが

ーつの参考資殺としてみられたい。使用 セメ Y トは磐

滅セメ ν ト仁 4 週強度223kg/ cm
2
) ，砂は2 . 5 mm以下

砂利は 5 =以 上 - 2 5 mm以下であって， A E剤と し

てはずイソル γ レヂ ν 2 %の中和総液を用いた。結果

11:第 4 表のとおりで: l i > る。

第 4  表

コ ゾ ク リ ー ト 削 げJ仏 1 i  No・ Z !  No.  3  I  

重 放 調 合 比 也 笠 ; 三 也 三 三 巴 土fLE|

水セメ Y ト比% 1  65 i  回 1 52 

スラゾプ ( c m) 1 21 1  21 1  19 

セメゾト 1袋当 I i  I  

りグイメソル .2 I  0  I  3∞ 1  6∞ 

96中京破くc.c. 〉し一一一一|一一一一一|一一一一一

空 気 量 仁 % ) I  0. 5 I  4. 0 1  9. 5 

コゾ F リート l m
3

1 I  1  

に要ずるセメ γ 1 334 I  325 I  321 

ト盆 くkg) I  f  I  

τ 耳 石一度「ゴ玄Zi- 1 戸工1----;:-ζ |
くkg/ cm !l ) 1 品 ' - ' V . V  Ａ ｾｾＮｶ＠ I  

心、コダレツクス使用の実例

大阪市内莱現場の例で，使用セメ ν トは大阪窯業セ

メユ〆ト， li 品利は揖保川( 粗粒率 7. 23) ，砂は淀川く粗

積率3. わであった。標準調合比は 1 :  2. 64 :  3. 06，水

セメ γ ト比は6 0 %で， A E淘l 仁ダレツグス〉をセメ y

ト1袋当り 30c.c. 加えた場合のスラゾプ( 1 : 約20c mであ

第 5  表 った。最初の施工時，

セメシト l 袋 当 長 空 気 量

dl ' ν ツ P ス

34 c.c. 6. 5%  

30 11 5. 911 

27，511 3.8ν 

16 

ー現場で空気の測定を

した所，第 5 表のとお

りになったので， A E

淘lの使用量を 27. 5cc

と定めた。これだけ

の ａｅｾｊ を混入した

コγ グリートの俊度11:同 じ水セメ γ ト比の普通ヨ γ P

リートに比し，約 2 割位僚がった。

9. 結 び

前節の諸例をみられて判明するように. 建築コ γ グリ

四トにA E i 担jを用いた場合の効果は数字の上に車両箸に出

ていず，むしろ強度の低下等が強調される。 しかし，分

離，浮き* の減少等. 数字にあらわれない効果は著る し

し施工は相当，容易にな る。充分，研究して使用した

たらば，確かにヨゾクリート施工技術の一つの飛躍をも

たらすものと考えられる。又，強度があまり問題とされ

ない個所. 邸宅う左官用モルタル等に混入すれば施工技術

上，経済上商白い結果が得られるのてはないかとも考え

られるがこの方面の研究資桝は全然ない。 叉，一般施工

についても，例えはウオーセグリ- 3 ' - 使用の際は何処

でA E剤を加えるのがー喬， 適切でらるか等研究を嬰す

べき問題が多々ある。欠点を補ひ，長所を伸ばしてこの

新工法を大いに発展させたいものである。

く筆者，大林組研究室〉

最新の住宅設計と茶道に就て

近頃の直輸入の建築雑誌や新建築紹介幸儲告を及家庭雑

訟迄も見るに英の住宅の台所と居間叉( 1 : 客償協も接近以

上に交流されて，生活の合理化の喜びと行進が続いてい

る。

そしてそれを日本の住宅にも加味さし度い慾望が私等

にも見られるし叉外国の模倣に従っているような不安な

設計も見られる。

そこで機能の合理化 と茶道に就て考へるに，茶道も過

去の時代を背景にしてはい: ずないし現代生活にも変った

固で生きるべぎものと信じる。

その意味に於て建築界外の飯島幡司先生の御意見を引

用して恐縮だけれどその先生の臨想集の一節が非常に面

白いので記して見る以下その抜推文である。

茶道は素晴し〈能率的なものであるとおもう。私がそ

っと横目で脱んだ観測に誤なしとすれば，茶道の能率は

およそ三つの目標を狙っている。

その第一1':1:: ，如何な る動作を起すにも便宜なところに

主容の身構へと般物の処置とをおさめることでらる。狙

うとこるは起動の能率である。

- その第二11 : ，主客の身構へと器物の処置とを，な るだ

け危険のないところに安定することである。狙うところ

は保主の能事でらる。

その第三は，見て美し 〈また共にありて楽しきように

主客と傑物の扱を運んでゆ〈ことである。狙うとこるは

生活の能率である。これは極めて高次の能率でらる。

以上が先生の「榊さまと碁をうつ」の随筆集にあるー

駒である。

近頃むやみに東洋的手法が見受it られる外国のデザイ

ν ナ F に，いつもしてやられる私等にとって今一度静か

に考へて，アイデア F の参考にもなる一例と思う。

形而下の物体の問題を形而上的なものーと交流さして機

能の合理化を計 l射するのが建築家でらり造型文化の独創

的立場としてfU: 界に尽す私等でーあり度いと考える。

1951. 5.  20 X 生 記



皇 居 の 家 ど 庭
む

中 野 順 次 郎

今年の 2 月14日は近来稀な大雪だ

った。その日に私ははからずも嬰疋?

を見，学する機会に法改Lた。もちろん

私 1人でーは無( ，当時東京の各大学

で教育の研究に参加 していた多数の

友人述と一緒にでゐったが，私にす

れば生れてはじめてのことである。

普通の場所とちがって，長い間私共

の想像を許さなかった場所であるだ

. ナに，先づその好奇心をそそられた

ことも事実である。

その日は午前から降りはじめてい

たので，約束のお午和田倉にi肝いた

時はもう生t I ! 国が白くなっていたその

中を列をつくってくと云っても昔の

僚に兵隊さんの行軍の如 くで・はなザ

コぞろぞろと宮内府の後を廻って，

援を登るところから見学をはじめ

た。かなり急な坂道を歩いて，広い

平らなところえ出るまでには，大き

な街木があり，深い谷があり，まる

で森の中の広い道を歩いた織な気分

で，これが大東京の良中にあるとは

考えられない程深山幽谷的であった

よう fこ，恩ふ。

この印象はそれから後ずっと見学

している間，どの場所に於ても，変

りがなかった。今もって私の頭に残

ってし、ることは，随分広いところ，

zたきな樹木に包まれた森のようなと

ころ。このこつの印象が最も深L 、。

さてその 日は，陛下が午後の 2 時

にお庭へお出ましになるということ

でらったので，私共はその予定 され

た広い平地のところでお待ちするこ

とにL た。

余りに降りつづkナるので，或はど

うかと，内{ . : 浅五づかわぬでもなかっ

たが陛 Fは正に時rdも重りお出になっ

た洋傘をさしてオ戸バーにソ 7 ト帽

誰か 1 人御ー絡であったきりでらつ

マー

ｉｾ 。

雪の中を歩いて，樹々の茂つでい

る路のところから御出になって，御

挨拶の言葉も極めて大きな声で非常

に御元気らし〈伺えた。その時私共

がまるでづ、学生のように，並んでい

たから或は少々形式ばってはいたよ

うに思ふが，親 L みのある，温厚さ

うな方でらったことが，何よりも先

つif. J . . 共の気分を和げたと思う。

そu から賢所の績を通って一旦二

重絡む方に出て例の戦災を手ｾ ｾナた 表

御所の側を通った。

木造の御殿はすっかり焼けてきれ

いに片づげら ｾｌ コゾクリ ｆ トの基礎

だけが残されてい る。

国積にすればかな句広い基礎配置

だが，その周囲が亦余り広いの' " ( ，， 

さ程大建築の跡とも思l主れなし、。既

に通って来た賢所はほとんど樹木で

被lまれた木造のクラシックであるに

引かへここの場所は，いはゆる宮城

前広場に商した側の表向きで，さぞ

かし当時は立派でみやびやかであっ

たことと想像された。再び宮内府の

鉄筋コゾクリート造 5 階建の表側に

出て，今度はご重栂方面とは反対の

場所に廻ったが，ここに呉竹寮があ

り，料馬舎，御馬車置場等があった。

陛下の御住宅l士見学出来なかった

が呉竹察をみると平家の普通の建て

方で叡堺に図れていた。

馬車¥' 1 何十台という程あったよう

• 

に恩. &.。 黒い漆塗りの知ぎ;車体に黄

金メツキの唐草使級のデコレーシヨ

プが鮮かで，その上カットグラスの

ラゾプが附し、てし、る。

実用1凶値はともかくとして，さす

がに宮殿の中の施設にふさわしい。

矢混かよう伝ものは永く錯して置き

たL 、ものである。

籾馬について少 L 触れるが，御痩

用の白雪はさすがにきれいであった

が. それよりも，どの馬も極めて温

和でよ くまあ飼」、II J 1 1 らされたものだ

と恩ふ。静か℃お行儀がよく 何かそ

の滋度から受! ナる高貴なものがある

ようであった。

一つ一つのことを挙けてみるとと

ても長〈なるがかようにしで， 弘共

の見学11:約 3 時間程かかった。

11，、は皇后ーの地形，広さ，鐙物名めi

等調べていたわ:1 " でなし、から，この

ことについて正確な報告は苦't ない

が，とにかく，皇居は地形に高低が

あり大きな山奥に; ! p るような倒が立

ち並んで，その聞を道絡が大きなカ

戸プで狙っている。建物は一体何処

に中心があるのか西洋の宮殿鐙築の

場合の如き計画性があるものと比恩

はれなし、。

恰も日本の風長がそうであるよう

に" 大ぎな自然の環境の中に適当に

鐙物が配置されているに過ぎないの

ではない虫、

私は，よくある宮殿のシゾメトリ

カノレな配置，堂々と広場をとった，

例へばグエルサイユの如ざものと比

較してみた。全〈反対の形式と云へ

ば形式であった。これが千寸t問減の
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今の皇后の有様である。 い皇居ーの森が， 1直ぐ近くにある大東 あるような気，がして極めて興味深い

さて泉居ーから出て，婦へりに路を 京の正面玄関} こ続き，恰もこれが泉 ものがあ乙。

災直に東京駅ヘ向って歩いたが近 厄士への玄関口ともなっている関係を 何れにしても ，私は矢張句あの長

代的な都市の中心. その東京駅とこ 偶然でない計画とみたい，と同時に 居告と余り手を加え沿いであのままに

の皇居が余勺に近いという感じでら あらゆる近代化を取り入れたこ の都 出来 れ 雌4民の心の森にして置きた

る。 心とは 凡そ反対の原始的に近い皇居 い主義な気がする。

停とんど技巧ら L いものを感じな の風飽じそれが同時に日本の婆で く 悠 於 都島工業高等学校教頭〉

一 一 志 の 建 築 観

渡 辺久 純

洋の東西を問はず何れの時代に於 互につながりがあるのであります。 研究成つで初めてなしうるのであ り

ても英時代の建築の発達は科学的情 仮りに経償問題を取り上げてみます ます。街に見られる建物の中には外

科1的の基礎の上に打ち立てられでい と経済団iわt l I I 造而にも外湖南にも の; 聞のみにとらわれているものが多々

る事は建築に関心を持つ人なれば{ 垣宜簡にも通じている ρ でるります ありますが以上の凶則により科学的

何人 も感知される処であります。現 的ち英範囲は全面にわたりこれがー に研究された設計こそ真実のもので

代の建築に於てもこの科学的筒倒的 点に会 L た所が頂点であり完成点で あると恩ふのであります。真実でな

の本礎の基に交はれたる何人の思念 あります。経済iuH丈一言で云へば白ii 1. 、ものはすぐすたれ設計家の耐性 も

亦t丈夫総合である社会的想念により 表現されすーかへって悪感さへ与へる

契設計がなされ形づr られ実現され / ト、 のであります。以突の活し方 と云へ

ているのであります。先づ科学的換 /  出 ¥ 乙 の は や は り 総 て 柳 時 で 科 学 的

言すると物質的に建築物の実体を分 //f唱r fIt "  研究をす L めた其設計家の思念の表

析してみると図表のやうな凶角錐を

以って説明する事が出来 ξ ，と思いま

す。平岡的に見ると挫の頂点でらる

十字架の交り点的、和解こそ建築の

円満完成の点と考べる事が出来るの

であります。

建築の完成に就ては此四則( ' 1 忘れ

ではならないものであり何れの一つ

もゆるがせに出来ないのであり同時

に相文柑号であります。経済とは合理

的に安 t 造る事であり構造とは丈夫

t r . 建物をつ♂る事であります。外観

は内外の総てのみ之を良 r する事で

あり，使宜とは住みよい家とする事

‘ であります。従って何れをも満足し

得た建物こそ兵の建築と云へるので

あります。然し乍宗教的建物は外観

に重点が置かれる結果経済を無視し

た感がないでもらりませんがそれは

経済と云ふ事を金銭的にとらわれて

みているからでちりまして経済とは

必づしも金銭的なもの丈ではないの

Tであります。

此ピラミツド形を立体的に見ます

と経済便宜外観構造の四則は問面相

現でるらねばなりません。勿論設計

家の恩令、は其裏にそれを培ふ処の国

民性や風土的問題がありそこにOJ 我

凶独特なる想流も生ずるのであって

仙而には芸併初旬趣味噌好も特呉性と

して発揮しでいるのでるります。

これ等一人一人のd恩念の集合体が

社会の晶念となるのだらりますから

一人一人 の設計家が利益のみにとら

われて来ると英社会に出来た建物も

粗雑t.I. ものとなり災害等に対しての

に述べました慌に安くらげる事であ 被害も多い事にもなります。これ等

りますが，例を木材に取ってみます の事を恩ふ時建築家。立任は重大で

とたとへ一本の柱でも大樹からZ建材 ; l & り同時に建築家の自悟と向上を計

するのと小木からとるのとで差異が る事が何より第一義とせねばなりま

あり之を使用するに向があり犠造的 せん。

強度や外観に対する経済に関連して 建築士問題もこの点より起ったの

いるのでるります。亦敷鴨居や梁等 ではないでぜうん単に資格を似・

に於ける木表木裏や背腹の{ 吏い分け 事を名営的優越感をうるためでらつ

は便宜に於げる経済に関連しており たり或は商業上の商時の一部の為に

木材の樹木よりの性質熟視する事に のみを目的とする級な事があっては

よって英木材を四則に対していかし ならないのであります。哲学で宇宙

得るのであります。 は吾人の写像にして吾人1' 1 亦宇宙の

木材によっては木目を風雅にいか 生写たりと説いて7いますが奇人が主

し，如何に実用的に取扱ふかは材の で社会は吾人 の属でな〈社会が主で
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手人は社会の属であると云へるので

あり ます。

ｾ［一面哲学上では直観と云 ふ惑を

説いでお ります。直観に生きよと云

ふのは兵突に生きよと云ふ事でーあ り

仕事そのものに心を統一し融合する

司iでゐります。建築家は英の材質や

技術の科学的研究と共にその仕事nに

没頭 ｌ 英仕Ｑｪ ｊ と 一体とな る ｾ ｬｩ が大切

であります。設計索は施主の心を心

とL 建設家は設計家の心を心と u 宅

建物を生かしてあげる所に』誌の重量築

がうまれるので; ! o ります。今日アプ

リゲーＩｾと云ふ言語が統行してし、ま

すが生活の安定をあっかふ建築に一

般に使用 されている様な怒: w. 味のも

むがあってはならないであります。

兵のを築l' t 社会人が皆めざめて点の

建築に関心を持って重視しで貰ふと

同時に建築家は社会の為によりよき

位や会館をつ t ってあげる機つとめ

るべきであります。

こ L に谷口旅泰先生箸の祈りの科

学の ー音ｾを揚げ皆 さんと災以理を味

ってみたいと思ふのであります。或

る建築設計家がステラ・ テ リノレ ・マ

γ 女史を訪ねて「こ の不長気時代に

建築設計家も何んとかして飯を食っ

て行かねばならぬので今後家を建て

る人I'I必ず専門建築設計家に設計を

してもらうてどないと建築が許可に

な らないとい. s . t 長にならぬものでせ

ろか」と聞いたのでした。彼の云ふ

所によれば家を建てる人の4 1 %は建

築設計家の設計に依頼するのでまbる

がこんt.r. 状態では建築設計家の約半

分は失業状竜自になってい る。これを

救はんが為には是非とも家を建てる

ものが専門の設計家に依頼するぞう

になりそして建築授の- ' ; ! HI を設計家

に支払ふと云ふやうにならなければ

ならない。

現在の状態では家を建てるものは

その設計らしいものを建築土建会泣

か ら提供しても らって僅 か20弗位 し

カ斗ムはたいのでまらる。その為にどの

家もどの家も安物の素人じみた醜い

設計の家ばかりで都市の美観ほふ

も¢が銀はれるのである。この弊窃

をなどするためには# 門家の専門的

智識，よｾ法，よき設計とい ふものが

必要であると云ふのであります。マ

γ 女史はこ の妥求に対して宗教的見

地か らそれを判断して次の岐に答へ

でい ζ のであります。 rその考へは

一見非常にい L やうに考へられるけ

れどもその考への中には家を建てた

い人に一層よ t サーピスしたいとい

ふ考へが含まれていない。自分 の生

活が楽にな句たいと L 、ふのが本箱ーで

あって家を建でる人の犠牲に於いて?

自分 の生活が栄になりたいと云ふの

でありますで。そして建築費のー: 切を

余計家屋所有者に負担させその結果

l丈数弗にも予定したよりも建築資を

多〈か L らをる事にたるのでありま

す。それはサ ービ スの考へではない

ので強築JJj負業者の中には方派な設

計を提供して而も安い値段で翠仕し

ょ号とすろ人 もあるのであります。

それを然じてしまって設計専門家の

みに独内さぜるのはサーピスの: f i _'H'¥'

にそむどのでありぶ自分 の好みに従

って設計のできろ人にまで自分自身

の設計を排斥 して建築設計家にそれ

を依頼しなければ注らないと云ふの

でf' 1家をf l ! てる人 の創l造的精神を民

腕することになります。すべての人

の創造梢判的自 由，サー ピスの自 由

といふものを制限 しで自分丈が利益

を得たいといふ械な考へは宇宙進歩

にでI践す7. : ，考へではないのでありま

す。何も仙をしばらな〈とも自分が

f!¥! に対してサ ービ スする所の無数の

機会は常にあるのであります。

設計家1' 1 設計家として出来る丈多

数の人 々に貢献し得ベぎよき考よき

設計を恩ひだして自分の生活や職業

の安全の為ではなぜ 人 の幸福のため

にそれを公表するならばその設計を

使ば してほしいといふ人達は無数に

坊はれて来て結局その設計家は富む

こと になるのであ句ます。」 と女史

( ' t 答へたのでありますc 彼 f-;l:英後よ

き設計女思ひっいたのでした。そし

て彼 はその恩ひついたよき考へを突

施 したのであります。すると 彼は今

まで一 ヶ月儲けた程の金がー 日の中

に洗れこんで・来るや号になり彼の事

業は際涯もな t 拡って行♂様になっ

たといふのであります。何故にこん

な事が起ったか斉々の住んでいる宇

宙 は永遠に発達 L 膨脹する宇宙であ

り吾々はその宇宙の一部なのであり

。そしてその部分は全体と悶ででな

いとL 、ふ事はあり得ないと" ' T : / 女史

lま説いてい るのであ ります。

これに対して谷口先生は猶附言し

でい られるのであります。宮ならず

仙 の人 々の1 t ・讃や感謝をうけるもの

は自分の行為，性格，サーピス等に

よって よき代悩を支払へば支払ふ程

それを受けることが出来る ものでら

め，もし寄人が人から哀れみを号け

たり 噺笑をうけたりしたいと思ふな

らば信念のない仕事を しで情けてそ

の仕事の失敗について弁解ばかりし

でおればやがてその求む る哀れみゃ

瑚は与へられるのであ ると。

多♂の人々 は外に何 かの力を求め

る。 協力者ーを外に求め る。資本金を

外 に求める。 自分の臓を実現す る所

の同体を外に求め る。しかしその外

の力を求め乍ら受lt る事が出来たい

のであります。自分の欲するやうに

協力者が動いて〈れない。自分の欲

するやうに資金が集らない。自分の

欲するやうに団体が働いて r れない

結局外に力はあるが英力を受け如何

にして支配 L 如何に して警がものと

するかを知らない。それは外をたよ

って内たる自分自身の心性をたよら

だ: し、か らではないでせ うか。自分自

身 の心牲にたよらないのは自信がな

いからであり自信を得るには先づ道

義の精神にいき自然の法則に従ひ，

科学的精神的心の緋磨とその事業に

刻する熱中こそ呉の建築も英人 の風

絡もヨ「必の道徳も生れて来て，災害

にも動じない信念のある建物が出来

るのであろと信じて止またいのであ

ります。

く筆者 光風工業高等学校較官〉
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1. 10 0. 4675 0. 6171 0. 9350 l. 2342 1.  87∞ 2. 4634 2. 8050 

l. 20 0. 5100 0. 6734 1. 02∞ l. 3468 2. 0400 2. 6936 3. 0600 

1. 30 0. 5525 O.  7293 1. 1050 1. 4586 2. 2100 2.  9172 3. 3150 

1. 40 0. 5950 O.  7部 4 1. 19ω 1. 5708 2. 3鈎O 3. 1416 3. 5700 

0. 6375 0. 8415 1. 2750 1. 6330 2. 55∞ 3. 3660 3. 8250 

. 90 . 90 0. 4050 0. 5346 1. 0692 1. 62∞ 2. 1334 2. 43叩

. 95 0. 4275 0. 5643 0. 8ラ50 1. 1286 1. 7100 2. 2572 2. 5650 

1. ∞ 0: 45∞ 0. 5940 0. 9α)() 1. 1880 1. 以) ( ) Q 2. 3760 2. 7似) ( )

1. 10 0. 4950 0. 6534 0. 99∞ 1. 3068  1. 9300 2. 6136 2. 97∞ 

1 2 0  0. 5400 0. 7123 l. 03叩 1. 4256 2. 16∞ 2. 8512 3. 2400 

1. 30 0. 5おo 0. 7722 1. 1700 1. 5444 2. 34∞ 3. 0888 3. 51∞ 

1. 40 0. 6300 0. 8316 1. 2600 1. 6632 2. 5200 3. 3264 3.  7800 

1. 50 0. 6750  0. 8910 1. 3:犯O 1.  7820 2. 70∞ 3. 5640 4. 0500 

95 . 95 0. 4518  0. 5957 0. 9025  1.  1913 1. 8050 2. 3326 2. 7075 

1. ∞ 0. 4750 0. 6270 0. 95∞ 1. 2540 1. 90∞ 2. 5030 2. 8500 

1. 10 0. 5225 0. 6872 ] . 0450  

t  

l. 3744 2 ω0 0  2. 7480 3. ] 350 
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寸 法( 尺) 1 長サ

6. 6尺 10. 0尺 13. 2尺 20. 0尺 261.  4尺 30. 0尺

厚 | 巾 ! 5. 0尺

95 1  1. 20 0. 5700 0. 7524 1. 1400 1. 日48 2. 2oOO  3. 0ω6 3. 4200 

1 3 0 !i 0. 6175 0. 8151 1. 2350 1. 6302 2. 4700 3. 2604 3. 7050 

0. 6650 0. 8778 1. 33∞ 1. 7556 2. 6600 3. 5. 112 3. 9900 

0. 7125 0. 9405 1. 4250 1. 8810 2. 8500 3. 7620 4. 2750 

1. ∞ 1. ω 0. 5000 0. 6600 1. 0000 1. 32∞ 2. 0000 2. 6400 3. 00∞ 

1. 10 0. 5500 O. 7260 1. 1000 1. 4520 2. 2∞o  2. 9040 3. 3000 

1. 20 0. 6000 O. 7920 1. 2000 1. 5840 2. 4000 3. 1680 3. 6∞o  

1. 30 0. 6500 0. 8580 1. 30∞ 1. 7160 2. 6000 3. 4320 3. 9000 

1. 40 O.  70∞ 0. 9240 1. 4000 1. 8480 2. 8000 3. 6960 4. 2000 

1. 50 O. 7500 0. 9900 1. 5000 1. 9800 3. 0000 3. 9600 4. 5090  

1. 10 1. 10 0. 6050 0.7'伺 6 1. 2100 1. 5972 2. 4200 3. 1944 3. 6300 

1. 20 0. 66∞ 0. 8712 1. 3200 1. 7424 2. 6400 3. 4848 3. 9600 

， 

.  O. 7150 1. 30 0. 9438 1. 4300 1. 8876 2. 8600 3. 7752 4. 2900 

1. 40 O. 7700 1. 0164 1. 5400 2. 0328 3. 08飢) 4. 0656 4. 6200 

1. 50 0. 8250 1. 0890 1. 65∞ 2. 1780 3.'30∞ 4. 3560 4. 9500 

1. 20 O. 7200 0. 9504 1. 4400 1. 9008 2. 8800 3. 8016 4. 3200 

1. 30 !  O. 78∞ 1. 0296 1. 5600 2. 0592 3. 1200 4. 1184 4. 6800 

1. 40 0. 84∞ .1. 1089 1. 6800 2. 2178 3. 3600 4. 4355 5. 04∞ 

1. 50 11  .  0. 90∞ 1. 1880 1. 8000 2.  3760 3. 6000 4.  7520 5. 4000  

1 3 0  1. 30 0. 84ラO 1. 1154 1. 6900 2. 2303  3. 3ヨ00 4. 4616 5. 0700 

1. 40 0. 9] 00 1. 2012 1. 8200 2. 4024 3. 6403 4. 8048  5. 4600 

1. 50 0. 9750 1. 2870 1. 9500 2. 5740 3. 9000 5. 1480 5. 8500 

0. 9300 1. 2936 1. 9600 2. 5372 3. 9200 5.  1744 5. 8800 

1. 50'  1. 0500 1. 31:i60  2. 1030 2. 7720 4. 2003 5. 5440 6. 3000 

1. 50 !  1. 50 1I 
1. 1250 1. 4850 2. 2500 2. 9700 4. 5000 5. 9400 6. 7500 

ーー

. 02 ー 05 0. 0∞5  0. 0007 0. 0010 0. 0014 一

. 03 . 045 0. 0007 O. ∞09 0. 0014 0. 0018  

. 04 . 045 .- 0. 00ω 0. 0012 0. 0018 0. 0024  

. 045 . 07 O.  0016 0. 0021  0. 0032 O.  0042 

本義は単位石を示 L ，小数下回桁迄として以下切上げと す。

長さ 10. 0尺及13. 2尺を基準とし 5. 0尺は10尺θ 1 / 2，6. 6尺は13. 2尺の1/2，20尺及30尺(-:1: 10. 0尺の2倍

及3倍， 26. 4尺は13. 2尺の石数の] . 2倍とす。

3. 本;表は少数点、下凶桁な るも実際は，小数点下デ桁 とL 以下切上げ単石と して計算するものと す。

く例) . 35角 =O. 1617石な るを O. 162石とす。

く註) L  

2. 

4.  21 

3. 61 

3. 16 

2. 80 i  

4. 63 

3. 97 

3. 47 

3. 09 

0. 06 

0. 07 

0. 0.3 

0 ω o  
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関 西 建 材 会 編 く株式会社明正は提供〉

アスフアルト防水工事施工上の注意要項

種 別 作品|
項

喜E

防 水 下 地

アスフアノレト

プ ラ イ マ ー

-

状

ル

制

約

グ

'

ゾ

ト

ゲ

イ

ル

ゾ

7

エ

イ

戸

7

7

ル

一 般 注 意

防 水 保 設 倍

アス 7 アノレトル

ー 7 コーチゾグ

島桜防水下地は，セメソ 1- ， コγ クリート打ちに於て水勾配を板るを原則 と す る

防水下地はコ γ クリート上にセメ γ トモルタル仁容積調合比〉セメ Y ト1，砂3，を以っ

て水勾配 に 従 ひ 厚1. 5糎与L I : : : に塗り均す

c  ! 屋桜防水下地にシゾダ戸コゾグリート( :1: 使 用 しではならなし、， ( シゾダ ーコゾ P リート

I  ¥: 1 : 空際が多い特徴のため，防別11 ' 1 下にエヤ ーポケット を生じ寒暑により膨脹牧綿が起り

| 防7糊 にJ窓影響を与へ老化を早め亀裂を生じ漏水の原岡となる

D  I 屋根に於:-tる パラペット; J { : ft . t ! . : t r. より入隔は 3綴巾に 45度角度に施工する。 90i l ま又は丸 t

しではむ: らない。 下図参院:! ｾ＠

ｱ＿ でＮ｟Ｎて子・ λ＿ｾ ＾ t  

E  I 屋8品交 k り函j ( 弘、かなる場合にても 30糎以上，防水輔が立上げられる般にする屋

F 朕立上り f街( : 1 : 下凶の如〈施工する
下 切

手 「

F- ・与 : .-: .: .宅・.: ... r.:・ '・ : ; O_" . jC.J 

屋桜排水は必ず段大雨量の場合の屋根而績を計算して排水口数及び排水口の太さを決定

する

アスフアルト・プライ" ? ｾ は下旬ｪｊモルタノしが充分に乾燥したる後，よ ｦ 街掃して塗 布す
る， 仁 下地が草 ｦｬｾ 、てないとプライマーを Ｚ 塗布しても効果がないＩ
ア λＷ アルト・プライマ 戸 ＨＺｉＺｾ噴性州事ど ＵＰ Ｅ 以上含んでおるため開縫後は直ちに使用す

| ろと共に残盆ある場合( t . 密閉してお r 嫌 に す る

アスフアルト・プライマーの施工中は火気を近 、1": - t ぬ織に注意する

アスフ 7 ノレト・プライマ F の施工中及び塗布後室内にありでは完去を開放しておど

アスフアルト・フライマ戸は木造の場合は塗布する必要は泣い

アスフアルトにはフロ 戸Y アスフアルト〈防水工事用〉ス トレート・ア ス フアルト ( 道

路アスフアルトモルタル鋪床用の 2 種たり。用途により共に鼠種く針入度〉が多僚に表

示されており使用の場合は注意を要子る

アスフアルト (i 英の熔触に際し220
0

c 以上} こ加熱せざる様に注意すると共に使用の場合

| も同温度を保ち施工するを要する

アスフアルト ・フェルト・ アス 7 アノ川・ルノレ ー7 イソグの町¥施工の場合アスフアルト

t主流し貼とする網状ィ ーフイングのJ! 市付抑工の場合は其の雨後扇の. アスフアルト¥-t 肺j毛
叉はモップを以って塗布する )  一一

E アスフアルト( 1 : 各恒共，宰際，気泡のなき慌に注意 1 て施工する

F  アスフアルトの定期盆( t . 使用温度を一定させ所定のt訟を平均させる

A  自ノL ーフイング( - J : 使用l狗，両面に附指する粉末を良ど議して使用する

B  i フェルト・ルーフイゾグ，網状ル ーフイゾグのM付に於iする継目は各層縦機共に 6 額 以

i 上t P: ; / . . t 合せる

C  I 各層を通じて窓ね合せを同一館所に設:.t ぬ級注意する

総ずの出隅入隅には最終腕! 手於て網状ノレ ーフイ ゾグを以って巾20糠のものを僧貼りする

E  1  ｩｾ 永口， i蹴 得。の周聞は拍b - フマ γ グを網目的 1 ナ特に注意する

F 各同共空隊，気泡，シワ等なき様平坦に押均] _ .，街iZt させろ

G  ' 雨仕舞ば各層}I院に 3 極 - 5 極づっ，延貼りにする

1 早朝の湿度が施工聞に在る場合は気温の上非を待h てぬ工ずる

B  施工中雨天とたりたる場合は直ちに施工を中止する

c  空手fFL激しき場合仁容下 度〉は工事中止する。風速激 L き場合も 又同 じ

D  i  ｾ際荷車中引えしたるアスフアルトは質的に変化を起しているので伎 ｆ 討を中止す石 、
E 前夜 2手雨がおりたる場合は翌日の施工( 1 : 中止する

F  地下室の防水に在りでは，必らず地下水の排水をｾ｜ｾｾとする。防水押へが完全に硬 化す
る迄排水を中止 しではならない

G  Ｇ 防水Ａ吾抑へ保護悟施工の場合，防 Ｗｎｾ 当事ゴキズ付 。 ナぬ級充分に注意する
A  : 立上り防水押へは原則としてコシグリート打とする

B  i  j J 者瓦簡の場合は防水府と聞編 2 尊重以上. らけ其の間際にモルタルを嵐充する

C  i 防水平面i抑への場合適当なる間隔に目地を切る，目地にはセメゾト 1，砂2程度のモルタ

ｴ ルをｾ充する
D  I 伸縮目地の間隔は 2 米 - 3米毎に作り縦杭Z共アス 7 アノレト又( 1: アス 7 アルトモJ レタノL を

i  : 挿入する，グ リγ カータ イルを目的る場合も同じ

E  ｩ Ｚ 地下室の場合ＨｴＮ コシ グ日 ート の中に鉄筋ｾＩ挿入し水圧に応じて厚さを決定する
F  I  7KI王小な る場合1主煉瓦積も差支へたく，英の場合は I 枚積以上とする

G  I 防水層保護慢の厚さは， Ｈｪ糎以上とすｾ
A  I アスフアル トコーチゾ グをサッシユ廻りに塗布する場合目地銀を以 って充分に猿りこむ

B  I 防湿に使用する場合 l士， 1レー 7 -: 1_ チゾグ中に空気を含ませぬ後，充分に押へ鰻をする

A  

B  

G  

A  

B  

C

D

E

A

 

B  

C  

D  

n  



耐 酸 ア ス フ ア ル ト ー号 ル タ J J，

配 A口
国 A  口 比 率 く重量比〉

種 類

シ I =t ＺＯｾＡＡ［＠ :/ F  I  粉 | 洗

摘 喜E

アスフアルト コン・パウ y ド 歴書
石 砂

L l酷T同 S 童，リピ事

剖 %- 90. % 10% - 2 0 % 塗 装

度 高 キ 個 所

8 0 %- 9 0 % 10%- 2 0 % 同

耐 平 酸 モ ル タ J塗L  

15%ー加' % 2 0 %- 3 0 % 4 0 %- 5 0 % 2 5 粍 以 上

同

2 0 %- 2 5 % 

酸 度 高 キ 個 所

2 5 %- 3 0 % 40%- 45 % 同

耐 酸 モ ル タ ル

2 0 %- 3 0 % 3 5 %- 4 0 % 3 5 %- 40 % 

立同駿 度 高 キ 鋼 塗所

2 0 粍 以 上

2 5 %- 35% 35%- 40 % 3 5 %- 40 % 同

面u駿 タ イ ル 張 4 0 %  6 0 %  マ ス チ ッ ク

ｾ種目尉 委i 度 高 キ 個 所地

4 0 %  6 0 %  同

8  0  ｾ五 2 0 %  流 シ 飴 メ

酸 度 高 キ 個 所

8 0 %  2 0 %  同

ｴｊｾ＠ 水 M. S . S . アスフアルト耐酸パイプ内径吋もの敷設

備 考 D / F コシパウ: / . ドは耐酸度に於てフ' ロ: / 7 ス 7 アル トに比 し三倍強の耐震費度を有しく別紙工業試験所報告

書参照〉而も耐由性なるを以て酸度の高き個所或{ J : 耐由を必要とする個所} こ使用して最も効果的な旬 。

耐 酸 号 J J ，タ J J ， 施 工 法

使 用 材 籾

ロ，プロ y アスフアルトは目本工業規格に合格したる製造所製品にして針入度は10- 20或は20- 30を可とす

、， 醸石粉は白色} こして不純物を含まざる 1∞番メッ シユ通過20晴メッシユ通過 6 0 %以上

エ，洗砂は清海なる川砂にして硬貨の耐久力ｾるものにして有機物を含まざるものにして次の規絡に依る

10香メッシユ~以潜メッシユ通過50%- 70%20晴メッシユ3 0 %以下

1加 熱 混 合

乾燥せる磁石粉と洗砂を規定の配合率に依り秤量 し摂氏150度以上に加黙混合し別に摂氏160度に加熱容暗号ぜるプ

ロy アス 7 アルトく叉はD / F コシパウ : /1つ を 除k )こ配合量を加へつつ充分慢狩し摂氏180度を超へざる厳に注

窓する

鋪 設

加熱せる混合材を現場に搬入し直に娯謹を以て不陸なき様平滑に所定の厚みと規定勾配に敷設し表面は数次焼室長

を掛け充分豊島出し腐上とする

接合部英他矯造物との接触部分等は予 ｢ アス Ｗ アルト精液を塗布し置き混合材を多 量に 補給しｾＺＯパ戸 を 以 て 充

分圧縮し燐鐘にで完全に密着せしむ

主要他側壁立上り， ハパ キ溝等の個所は適当なる澄板を用ひて施工 し叉脇工後冷却硬化するまで損傷ぜぬ級注意を

要する。
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ピルデイゾグのタリーニゾ グ 工 事、

古い住宅力主新築同様になる美索 工 事 情 負

新築住宅にお手入れのいらぬ美素工事J

22美 素 工



ある文化人の会合の話題に聖堂った中に日本が世界から ない。

非常に遅れているものの一つに火災予防が一審おぐれて 第十六条委員はその互選により委員長及副委員長，各

いると云う誌が出たそうである e 1名を選出する。

そして内問先生が過日来阪せられし節の歓迎会の席上 第十七条委員長は木会を代表し副委員長に事故あ ると

に於て私等に多〈の感銘深き伺穏の中間比の白木火災学 ｾ，これに代るものとする。

会の創立の御披露が為ったの可5広ぐ御紹介致す次第であ 第 十 八 条 木 会 の重要事項は委員会の議決}とより行うも

る。 のとする。委員会は必要の者ｾ｜度開催しその議事は出席

8  ' - ド建築面白会 25. 5. 20 

日 本 火 災 学 会 々 則

第一章 総 則

ー第一条本会は火災現象，防火及び消火に関する研究

調査を行L 、，火災によ る損宮の軽量去を図 るこ主を以っ

て目的とする。

第 二 条 本 会f" l : 日本火災学会と称する。

第三条本会は事務所を東京都におぐ。〈当分の関東

京都文京区本郷本富士町東京大学第一工学部綜合試験

所向島気付とする。コ

第四条木会は第一条の目的を達するため次の事業を

行う。

1. 火災現象，防火及び消火に関する研究及び調査

2. 講演会，研究会の開催. 見学視認の実施。

3  講習会，懇話会，展覧‘ 会等の開催。

4. 会誌及び図書の刊行。

5  材斜，並びに接官器製作の指導。

6. 他学会英の他との連絡. 協力。

7. その他本会の目的を達するためのｾｾ事項。

こ章第 会 員

第五条会員を分って次の三種とする。

( 1 ) 正会員 仁2) 名営会員 ( 3) 賛助会員

第六条正会員は火災科学の研究に関心を持つものと

する。

第七条名営会員は火災科学の発展に寄与し委員会の

推薦したものとする。

第 八 条 賛 助 会 員 は 個 人 叉 間三E体で木会の噺苦笑を重量助

するものとする。

第 九 条 正 会 員 の 会 授 は 年 綴 金 300 円とする。但し学

生の場合は却O円とする。

第十条名営会員は会費を必要としない。

第十一条賛助会員の会費は年額一口金 1，0∞円とする

第十二条会員は本会発行の会誌の配布を受けるものと

ずる。

第三軍区 役 員

第十三条木会に委員若干名を置き委員会員を以て委員

会を組織する。

第十四条委員は正会員の互選により選出するものとす

る。

第 十 五 条 委 員 の 任 期 は 1 ヶ年とする。但し重任を妨・け

委員の 2/3以上の同意を得て之を決するものとする。

第十九条木会に規定たき事項で必夜な事項については

委員会の識を経て之を定めることが出来るものとする

日本火災学会役員氏名

委 員 前 東 京 大 学 総 長

東京大学工学部長

東京都水道局給水課長

東京消防庁機披部長

東京大学工学部綜合試験所助教授

早稲田大学型工学部教授

東京大学教養学部教授

国家消防研究所身長

東京大学工学部綜合試験所助教授

中央気象台研修所

国家消防庁消防研究所技術課々長

農林省林業試験場々長

気象研究所々長

東京大学工学部建築学科教綬

損害保険糾率算定会火災技術部h 長

建設省建築研究所々長

慶応大学工学部教授

幹事東京大学工学部綜合試験所

建設省都市局復興課

建設省建築研究所

東京大学工学部嘘築学科

建設省住宅局建築防災課

東京消防庁機械部管理課

損害保険斜率算定会火災技術謀、

東京大学工学部綜合試験所

中央気象台予報課

農材省林業試験所

東京消防庁予防部調査課

国家消防庁管理局総務課

縦十数理研究所

国家消防庁消防研究所

建 築 窯 員

内 田 鮮 三

大山松次郎

岩 崎 畿 吉

大 川 鶴 二

岡島慶三日11

沖 巌

金 原 寿 郎

小 林 辰 男

桜 井 高 最

鈴木精太郎

官塚 i管

長谷川孝三

畠 山 久 尚

混 同 稔

変 閏 厚 介

藤間金一郎

真 島 正 市

泉 富 雄

岩 間 一 郎

碓 弁 慾 ー

梅 沢 勝 也

太 間 泰 男

岡 俊生

喜 多 薫

斎 稼 平 殺

大道守竜雄

弘 咽 京 一

塚 本 孝 一

馬 場 義 良[1

林 知 己 夫

痢内 一ー郎

ユニヴアース写真工華社

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町 4番地

仁但周防町三休梼筋角〉

電 話 南 @0  2  4  0 番
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各 会 記 録 昭和二十五年度

( 総企，評議員会，理事会，部会，各委員会〉

通 常 総 会

26年 1 月30日 朝日ピル事務所. 出席 13名 監 事 及

評議員選挙の件( 別記の通り監事 1名， 3平絹員24名を

& f壬した〉

附ピ円推薦の件( 委主中一良君推挙議決〉

昭和 ＲＴｾｾ 牧支決算Ｈ承認〉

昭和25年度J & 支予算並更正予算 く別表の通承認〉

評 議 員 会

第 1 回

お年 5 月16日 朝日ピル事務所岩崎益太郎京外受任状

共凶十ヨ名出席=

和歌山支部設置の件可決. 評議員理事大西幸七君逝

去補欠の件，理事に海崎喜美春煮を補欠選挙，評議

員有n欠せざる事に議決した

An和サ四年度一枚支決算承認

第 2 回

2五年11月23日 朝日ピル本 会 事 務 所 出 席 委 任 状 共

通6名

論索 第1号 制n娩に依る 評議員選出数決定の件 く

別表の通本部支部定数を議決した〉

第均予算更正の件〈主計別表説明後原案通承

認議決した〉

第& 号顧問推薦の件仁定款第28条 2項により獲

事会推薦の薮中一良君を推薦灘決した〉

第侍理事否判壬につｾ補欠選挙の件く鈴木一幸

長尾清一両索辞任申出を承認し柿欠選挙

は行はざる司王を議決した)

都 号・ 25周年記念勘定を一般事業主主に振替の件

く記念掛定￥ 58. 422. ＹＴ をＭｾ知書長及補

筑準備に振替組入を承認論快3

第百 a  阿 ＨＲｾ 度事好評議員会〉

26年 3 月29日 朝日ピル事務所出府; 委任状共47名

議 索 第1号 前長及国j議長互選の件 .く詮衡委員制を以

て議長に河合貞一郎常副都民に津村章一

君を選挙した〉

26 

ヌド 日の仮議長を互選の結果岡田孝男茅1を

推し向君議長席についた。

第Z号 役員重任} こ関する何〈理事会提案に係る

綜合部門大林芳郎，鈴木一幸，銭高輝之

竹中錬 一 重奏木￬ｅ一五Ｚｾが選出された場合

疋任・ずる惑を承認〉

第 3号 副 会 長及理事選任の件 ( 詮衡委員{ 測によ

り別紙のi湿り選任 L た〉

第4号 昭

認識決〉

第 均 u 1J立35周年払念事業の件及予算祭仁両祭

共原案i昆り議決〉

理 事 ムヨミ

第 1 回

25年 4 月12日 朝日ピル事務所会長外: H名出席下記

協議 した。

申縦項検討，理事分掌決定，定例 日決定，理事会五

名以上級事進行申合，委員会構成の作会員詮衡，前

年度決算後の処理方，常務理事申出家損

第 2 岡

5 月 4 日朝日ピル弓場所 尾 崎 理 事 外 8 名出席歪‘

員会委員愛隔の件，部会構成の件，大西理事逝去補

欠に関する件，和歌山支部設立申出の件，評議員会

開催の件，名優正会員池田実煮逝去に関する件，兵

庫建設工弟組合30信喰及干絹臨計三祝意表する件

，会員言華街，ぷ報告等協議

第 3 問

6 月 1 日 朝日ピル部務所，竹際会長外八名出席

日木学術会議申越に係る学士院会員推胞の44- ，和歌

山支部規程承認の件，近畿工業高等学校述盟鹿町会

後援の件，阪問推薦の件，職員昇給諮: 賞与の件，会

員詮衡，。諸積faT等協諭す。

第 4 同

7 月 6 日 朝日ピル事務所，竹際会長外10名出廊

下J己説明E報 告を了した。

理事降任申出の件，近畿建築法規委員会特設学会支

主 築 ③P 全 仰

ｊ ト ｾｙＭｊ｜ ンヵー
陥 予 工場・倉庫 ・ガレ ージ

;1 の扉に御使用を御奨

九 め 致 し ま す 。

を 吊下げ重量

1号- 6 0kg2号l 00- k g

( 全国有名金物)

庄fCt>t>": ! . : ナ

J.O.J 印ドア戸ハゾガ戸は車軸の周聞は銅憐

入ロ戸ラー ペア リゾグ主主置になって居 1)" ます

から丈夫で扉の開閉が経〈耳itf寸には吊下げを

自由に調節できます。

製造先・大阪・ 大同簿益株式会註



昔f¥と共同進捗の件，財足童図録承認の件，決算には当

分未枚入を計上せず現金制とする件，総集委員追加

の件，会員詮衡，務報告

第 5 問

8 月3 日 朝 日 ピ ル 事 務 所 千1;- 同リ会長外 5 名出席

下 ｌ 海艇ｾｦＮＮ報告を了した。

中央建築士審議委員推薦の件，災街委員長申越の課

税関臨検討の件，教育委員長申出のプロック建築講

調会開処・承認の件，学会近畿支部申越の学校建築講

習会殺径の件，会員設衡， ff1名報告。

第 6 問

8 月23日 朝 日 ピ ル 場 務 所 会 長 外13名出席

中央建築士審議公経泌を東側歪; 員より l館以善処方協

議，事務開綜柳 ｕｾ 承認の件を協疏 ｌ た。

第 7 IPI 

9 月7 日 朝 日 ピ ル 事 務 所 竹 険 会 長 外 8 名出席

朝日ピ I L 借蜜籾値上} こ関する若後処置の件，職員還

職申出承認の件，災害委員会申出の風水吉百種桧誌

指紋承認、の件，会員詮衡， J(; 報 is;ーした。

第 8 同

9 月26日 朝 日 ピ ル 事 務 所 会 長 外 9名出席

利回ピル{昔黛籾値上に関する経'l!1支弁ーの件，日本学

術会民佼柿を学公と共同吉凶手J 二，奴抑制主二; g 推薦

方申合せた，風水害秘主I { ，学会，土木学会と共iill の

ｦｉＺ，大林，鴻 Ｑ 也副理 ｾｊｉ Ｚ ￬ 酬と飴 ［訟の ｦＧ Ｑ 二 ，佐竹高嗣

理 ｾｈ 内安心及職員中風水 ｩ Ｍｴ［Ｎにつぎ見事壊の件。基準法士

ｲｩｾ 普反につき建設省設民間谷川休と共同講演会開催

の件，話報告等協議。

第ｾ fl 伊1

10月10日 建設会飴'( 竹 版会 長外 6 名

建築士: 考資問問につき第 2 問中央建築士容議会の経

泌を東畑委員より聴取検討，朝日ピル事務所運主主

方，建材部拡大償化経費支出の件，会員名簿溢料の

外無償とする件， 会員音量衡を議了しぶ報;H- をし た。

第 10 [1司

11月 2 日 朝日ピル事務所竹政会長外耳名出席

評議員会開jiFの件，新興家具展稼貸貝推i隠の件，会

員説衡を萌了，会議所議員市村主自1( ，松村雄吉二氏・

当選の件外九項報告J l i項、了承。

第 11 [t:l J  

12月 7 日 朝日ピル事務所大平日常務理事外l略 出 席

建築税習会開俄の件，朝日ピル事お所問題，関西建

材会申出の会誌掲載の件次問再検討，事務局員下期

賞与支給の件，会員言宅街々協議決定， 11月分会計報

ftJ4他1ω頁報告了承c

第 12 阿

12月26日 会 館 分 室 竹 版 会 長外 8 名出席

創立3G年品卸業の件次回再検討，臨時評論員会開

催の件，会誌定価一 月号より 80円に改正決定の件，

新年初哩事会11日開催申合，大 林 副 会 長 淵也醜 MI }

刺歓迎会開催する件，望事務局福永職員;g職の件及手

当支給承認， J者端ff 了承。ー

第 13 問

26q; 1 月18臼 事} 旧ピル桜務所竹腰会長外 辺各出席

依ヲ1・上副会長逝去黙詰後開会， Ｓ ｾ 年 ｊ 記念場下業計画案

検 討，通常総会 1 R20日開催の件，弁上副会長逝去

香花草寺反役員見舞金贈呈の件。大和常務理事務議uに

つ念公及役員一同見舞金脳Ef- の件，会員詑衡ロ月分

会去| 外 2 件報告事項承認。

第 14 問

2 月 8 臼 朝日ピル蔀務所大林 ｾｕ 会長外 Ｗ 名出席

会民投衡， 1 月分会計報告外立件承認唱

第、 15 問

3 月8 日 朝 日 ピ ル 事 務 所 会 長 外 7 名出席

定時評議員会開催の件，2( i 年度牧支決算に末枚入計

上せざる事， 26年度予算締戎大綱方針， 3 月初日記

念日剣晃f を 5 月頃に延期する件，大阪市長に市内路

商政使用につき喜怒訪の件，会員設衡を議了及 2 月分

会計状況外 2何報告事項承認申

第 1υ 回

3  Fl 24臼 朝日ピノレ* 務所竹腰会長外 6 名出席

綜合部門より申出の役員電任の件検討し来る評議員

会提案の件，2 M手度牧支予算案放35年記念事業予算

案洛議了，事務服託箔永喜一，相)11童文綜厨及兵員長

末につき検討，大阪市長宛の路開放使用許可袈J 6の

巡ｾ艦過報告。

第 J 7 拘1

3 月2:) 臼 朝 日 ピ ル 事 務 所 竹 股 公 長 外 8 名出席

liijlflJ 提案事項再協議した。

者15市不燃化促進連合曾

本会外11団体が連合の下に23年 6 月から巡勤を続け

つつある都市不燃化促進二問題( ' 1 之に闘する助成法案

の同会提出方と共通過につき昨年オ棋促進に努めて

いる。 25{ 手度は 4 月10日より回を電ぬる本数回舗を

進めているが，共聞東京都市不燃イヒ同盟とも連携総

務をした。 f荷26年 3 月渡辺幹事長，中沢誠一郎， ｉｾｉ＠

村 綱 各 幹 事 は 上 京 建 設 省，O(! 綴院建設委員会，総

司令部等関係北路訪折衝した。

4 月23日 朝日ヒ・ルにて 東京イミ鋭化同盟ー占賀，玉木

両理事と本述合会会合連絡も官議，今後進行方其他懇

談した。

27 



管 工 事 部 会

2o生存 6 月宮7日朝日ピル事務所鮪餐久孝外管工部 8 社

10名伊縫正文氏外府建築部中里子技師等 3 名出席

設備に関し基準法に対する怠見具申の件を協演し業

後分科会を数度3月き 7 月11 日と 14日経直員会協描具

申案作成共筋に進達した。

建 材 部 会

25竿 5 月9 日 朝日ピル事議所 日垣理事外部員 9 名

出席。大西理事逝去補選の件，幹事長互選事業計凶

等協議

技術部門 と建材部門連合会

5 月18日 朝日ピル事務所学資，徳永，石原設計事

務所長外建材部，羽田スレ F ト外12社出席

設計と資材につき意見交換。

綜合と建材部会

7 月初日 朝日ピル事務所西松建設外線合都門 H士

村閏ガラス外建材部門 7 社出席

柑互窓見交換と連絡を密にした。

建材部大会

10月10日建設会錆竹腰会長，井上副会長，竜沢理

事手Jj 席， 山本タイル外業者2) 余名出席

意見交換後木部会の拡大強化を計るため関西建材会

を結成する事を申合せ直に準備に移った。

10月18日 準備会を朝日ピル事務所で開催，西林石

材外20社出席

規約案外準備を整え， 11月8 日大阪建設会館に於て

関西建材会結成，同会員 iはま全部7本転部会員たるを以て

爾今同会を建材部門とし従予来軽よ りの3諸高

る Ｒ司ｾＧｉ］とした。

2o年 2 月8 日 朝日ピル事務所協会理事者と部会幹

事会合，建築と社会誌に建材記事掲紋の件を協議。

3 月a 日 朝日ピル事務所幹事会 26竿度建材郁推

薦協会理事予選及幹事改選，事紫計画，総封腿，

会員獲得方法等. i 1A議。

建築行政委員会

2o年 7 月5 日と 7 月13 日朝日ピル尊峨所稗田委員

長外出席

建築基準法政令，省令法案につき検討整備近畿建築

法規ヨ委員会に提出。

建材審査委員曾

2:; 竿4月17 日 朝 日ピル事務所置嵐委員長外11名出席

m 

塗草寺エマコ F ト審査につき検討の結果幹事のJ 情 報

fA1z と契験に基き証明を発する事に内決 した。 前{ 也に

申出中の日本防7K剤については分析英他調査を続行

ずる本とし西村幹事担当とした。

教 育 委 員 曾

z5年 5 月16日 朝 日 ピ ル 事 務 所 委 員 7 名出席

委員長中野順次郎，副委員長，大倉三郎，期日延王宮

君を互選，プロック建築講習会開催，鋼精進テキス

ト地刷の件を踊す。

5 月29日 朝日ヒソレ事務所 中野委員長外 3 名出席

小分科会を開き 7' ロツ F 建築講習会開催協議。

7 月2oB 朝日ピル事務所中野委員長外 3 名出席

災筈委員会小泉津村委員と合同協議会を聞き大工対

象講習会及プロック建築見学の件を協議。

7 月23日 朝日ヒソレl Jj 務所 中里子委員長外委員

大阪府五百毅技師並 7' ロック建設関係の佐々木式漕

見式，パスキゾ，徳鮮等業者出席

総習会細自につき協議涯にテキ・スト作成に治手。

8 月21日午後会努委員会，住宅委員会，災留委員会

及教育委員会合同で市内城北公圏内建設中の府信プ

ロック建築の現場見判句3 ( ) . 名参加。

Ｘ 月 ＲＱ 日 ｾＲＴ 日 4 戸間都島工業高等校講堂にて簡易

耐火桃進くブロック建築〉施工の講習会を聞 く，約

2oO名来聴。

記念事業に 関す る準備委員曾

2o年 7 月2o日 天神褐分室にて開催星，践泊，大下

理事外 4 名出席

前年より申継に係る倉1J 立35周年元念事業立案方につ

き懇談，事業集並資金募集案を協議3

12月，大下，星，大務理事，於分室会合再協I鋭，ジ

ェ ーγ 台風のため年A 委員会設置問難につき215年}こ

延期する布とし委員及予算などにつき下検討した。

2o竿 3 月29日 理事会に提案， 2o年度に於て資金募集

にJr:r手する事を申合せ 3 月24日評議員会に紡り j議決

実行方を26年度役員会に申継手配した。

ス チ ー ル サ ッ シ ユ

グ ド ア -

2  シャツター

オベレーター ・伸縮戸 ・面格子

設 計 ・製 作 ・修 理

日本サッシユ株式会社

大阪市東区高麗橋二丁 目九番地

電話土佐堀⑬却95. 3979番



災 害 委 員 曾

25年 5 月19，日朝日ピル事務所池岡宮彦氏外13名出席

高橋理事挨拶後，委員長池岡宮彦氏副委員長沼口甚

吉君を互選，事業分野を地震，風水書，火災，一般

の三部門に分ち其幹事分国，事業計附を協議。

7 月4 日 於朝日 鷲尾健三枠事外 6 名出席

災害調査，報告は学会など専門的立場の方面に1桜る

，災湾防止を先決とする。防止の暗号幹は不燃都市促

進也不燃北を阻む重大原因は資金難の打開と課税問

題。之等政策商は理事会の事業と して; 考躍を促す事

を申合せた。取敢ず地質調査表墜viii をする事を申合

せた。

7 月7 日 於 分 室 津 村 幹 事 外 3 名出席

一般災宮分科会開催，防火地区プロツグ建築の恥

建物の防災には建築従事者の道義心の昂揚が必喜2・B巨

大工の替差誌を図る事と知識的進のため之等対象の論

迎会を依す案等検討。

7 月18日 於朝日事務所池問委員長外12名出席

各分科会協議経過報告後総習会開催。地質調査表資

料集蒐方。建築物課税の侭滋を図る問題等を議した

T 月26日 於 朝 日 委 員 長 外

調査表分科会開催，集蒐方協議。

9 月8 日 於朝日事務所池田委員長外12名出席

9 月3 日突如として起ったジエー ν 台風，風水害に

つき緊急下ι 協議。

各委員見聞災害状況報告後，浸水， t由雄沈下，今後

の対策と補強方法等調査研究誌上発表を申合せ夫々

分担を決めた。

9 月29日 於朝日事務所 i也問委員長外12名出席

委員調重量の被害写真検分，績筈，復旧指数表記鮒午

成の方針近畿大阪以外府県の資制を集める事，災科

講演会閉鎖iの事等協議

9 月30日 災筈対策鱗演会開く 於大阪毎日新聞講堂

学会，土木学会，協会合同，援静雄T J j . 士，石原藤次

郎1専土講師約 2∞名来w

10月17日 於朝日 記録作成分科会五百薮委員外 5 名

月末迄に原稿集蒐とし万般協議

11月却日 於朝日事務所池田委員長外10名出席

集蒐資事ヰ検討後座談会を聞き本委員会の意見の大綱

を決ある事と L :た，委員長に経過縛める主要依頼。

12月5 日 於朝日・委員長外 B 名出席

rr，場 第 検 討 ( 26年3月号会誌掲獄〉

12月4 日 於 都 島 工 業 高 等 学 校 講 堂 地震常識本委

員会作成パ γ フレヅト発行につき之が講演会を催し

た。重: 員椴尾博士講師， P T A教師，生徒，学校関

係剥72名

曾 勢 委 員 曾

く1) 25. 4. 18日2 時一 4 時 相t寺町府蛍鉄筋住宅見学

府泌総技師説明後施工戸田純加納工事部長案内 2 棟

48戸見学 参加 15名 仁会告j材知不足? )

く:1 ) 4. 20日3時- 5時 吹田アサヒピーノレ工場見学

参加37名 同工場小泉技師説明案内後集合ピール乾

盃，銭高理事，委員長代理として大和理事会勢発展

lニ協力方依頼等歓談散会

( : 3 )  5. 4日正午朝日ピル事務所松村醇' . I J 外委員

等 7 名出席委員長松村総吉氏互選，銭高旧委員長

挨拶後本年度当喋英他協議

く4 ) 5. 13日 鴻池新間近畿地方建設局公務員住宅見

学 会 参加 53名 有邦建築社員案内にてアツシユ建

築. 浅間建材位，佐々木式セメゾト等フe ロツグ建設

の実地を見学。鴻池会所座教に集合，生野j 述山 を眺

めて会所由来の概説とさ社の建築内容説明を勝き五

時散会

く5 ) 5. 29日 大阪スタヂアム見学参加 4略

間組現場集合 同組中村技師説明後現場祭内後解散

仁G) 6. 9 日 大 阪 造 幣 庁 見 学 参 加 2略 桜 も 過 ぎ

金にも縁が速いが昔の造幣局と違い関心が稀 f 参加

者も少かった

く7 ) 6. 18日仁日眼目〉治西見学会，京都支部と共同

京都市バス借切りで苔寺一嵐山，高尾を一巡すると

云ふスパラシイプラ γ も朝来雨のため働こ3暗 々 参

加であった，但参加者は一同大変満足された。

仁8 ) 6. 26日 於朝日事務所委員会政問屋lj 委員長外

5 名。 7 月後の事業企画を樹てた

く9 ) 7. 5日 森 口幹事大和理事 外 会 合 阪 神 パ 戸 グ

六甲山上見学につき実地調査

く10) 7. 25日 5 時凶天王寺! 日講堂跡発期物見学池

田谷久吉氏説明案内，意義ある見学なりしも参加者

援め少数

( 11)  7. 20日 4 時 扇 町 公 園 内 扇 町 プ ー ル 見 洋 参 加

100余名，湖池組長谷川現場主任，市池田係長等の

説日月案内 盛会。

く12) 7. 23日3 時阪神パ戸ク見学猛雨となり参加10名

大林組現場係仁児童館〉及奥口阪神建築課長外の説

明案内，館内外パーグ，主主甲子園プ - 1レをも見学O

( 13)  8. 11日午後より 12日午前六甲山納涼会. 参加者

事務局共19名， 真 口委員の斡旋で山の別 荘 3 稼に分

宿涼気満喫下山。

( 14)  10. 14日 大日本紡績社員祭見学市内箆甲町会

する者回余名，大林組現場片岡，若田主任の案内説

明

仁15) 11. 19日 ( 日曜日) 1佃寺ー午後5時 経，修学院離

宮 見 学 参 加 約6略

却



( 16)  12. 2日 於 分 室 益 員 会 政 岡 副 委 員 長 外7名

委員追嘱，岩佐直則，; r j 升・一信二; r - t l 月後め令一幽を

定め，政問，芳族問委員の沖縦築物をl除き年l勾納め

の委員会と l た

( 17)  12. 11日午前10時一午後2r時大阪高等裁半| 断見学

参加32名 菅 原 弁 議 士 東道，法廷及所内限力: ( 見学

( 1B)  2伴1 . 2083時 中 座 観 劇 会 参 加40名家主主‘ を

合む かぶき観劇

( 19)  1. 23日午前10時一2時半 南海高島屋地階新設立主

宗右総門町メトロ見学参加60名 参 加 制 限 数 を 突

破の様況 2 ケ所共最新の工事とで非常な機会てあっ

すこ

く20) 2. 22日 2時一4時 半 於 分 室 大 海 外 4f i 3 月

以降見合其他協議

( 21)  3. 27日 2時- 4時堺市海山町高田アルミニュ ー

ム 製 作 所 見 学 参 加21名会誌作家で周知小徹底か

参加少 し

編 集 委 員 曾

く り 昭 和25年 4 月15 日 朝日にで新編集委員会開催，

引継事項及25年度方針協議， 23日九州支部号及 7 月

号のi協議

く2) 5 月6 日 朝円にて G 月及 7 月号編集協議， [5 

月 27日， 7 月8 月号につき編集協議

( 3)  (;月 3 日 朝日にて 6 月24 回天神純分室にて 7

月号以降の編集につき協議

( 4)  7 月3 日午前11時より 於分室 8 月号編集， 10 

月号学帯建築につき企凶，原稿草寺基準申合せ，委員

追加会員意見聴集の件，外国誌転戦手fiJLきの件等協

議， 6 日4 時からと 29日午 後 於 朝 日 再 開 9 月号

編集10月号進行等，識した

く5) 8 月26日午後 3 時 朝 日 にてぬ月号! ! 1 ' t宅建築号の

編集滋韻

く6) 9 早2 日 午前 10時 朝 日 にで 10月号学校建築吟

の編集割付決定其の他協議， 9 月27日，朝日にて維

誌発行経裂の詳細に就て協級外国議より伝載に就て

の協韻

く7) 10月7 日午前12時より 朝日ピルにて小川副委員

長外 7氏出席" 11月号・編集割付検討，新年号編集計

l岨「建築界の展望J 号と方針を立て依i f &を決定

( 8)  11月4 日1時 朝 日 小 林 副 委 員 長 外2名 12月号制

付額年号木文追加， 2 月号企凶，外国誌i l i I i裁に闘す

る件等、 25日3 時より白石委員外 3 名 11月号lポ杭

半干の作， 2 月号郡山建築とジェ γ 台風言a録掲載， 1  

月号内容検討及問号より 8 ポ活字を使用すξ 場 紙

価上昇に対処方法研究等を綴 L 式こ

( 9・) ＱＲ 月 Ｗ 日 Ｓ 時 より，朝日ピＩｾ本会々華民主主て小川副委

員長外 7 名出席， ] 2月号雑誌批評及昭和26年度の表

30 

紙図案の審食， 2 月号編締金l由j を寒地鐙築と決定

21日3 時より，宇j旧ピル木会々議室で小川副委員長

外 8 名出席，昭和26年度担当号迄の編秘方針と 3 月

号の企闘と広告官ｾ員との恕談

に10) 1月9 日4時より，大阪建設会館会議室にて大林ifi

員長外10名出席 26年度制勝方針に於て記事中 広;5

を基準寸法にする事，活字 8 ポに依りスライド制に

原稿粉決定カットの作者を一年間専任と決定 L 議本

終了後，大林委員長の米国よりの帰朝談とフォーラ

ム社。 7 ートアゾド 7 ーキテクチユ 7 主1:
0

. . ，ーキチ

グチユアルレコ ード H:のデ. 祉と建築と社会に写点! 反

の4山政許可を得られた報告らり編集委β. 一同痕謝し

新年の初会合を終えり。

( 11) 2月3日一時より ，事OJ 日ピル木会# 割安で小jll r，; U委

員長外5名出席， 4 月号を大林，轍t ! ! . 両氏の村明分と

決定 3 月号編締説明

2 月17臼 - 1時より，明日ピル本会々議事をにて小林問

委員長外3名出席， 3月号縦鰐検討及外開緋託: 翻訳め

分担及アメリカ号の編絡の再打合せ

く12; Ｓ 月 ＱＰ 日一時より，朝日ピル木会々議室にｾＭ小

林高11委員長外3名 2月号原稿事専の決定4 月号・の写ρ・恨

の撲定そ小川委員担当とする

3 月31日一時より朝日ピノレ木会々言葉室にγ' 1、)11，小

林両副委員長外 7 名出席， 3 月号当誌の批評と 4 月

号写災版科IJ 付の変更， [ 5 月号に各委員会め? 申完封1i ちー

の，(1ヰ打令官

く13) 4 月7 日 朝 日 } こ で 小Jli ，小林，ドlA i ，徳川 4

委 員 出 席 昭 和25年度巌終委員会として引似事項等

ｴ ＺｐＮｾ涜，ｾ年度に対しでの希宅等Ｚ懇談閉会す

四曾協定請資規程改正委員曾

昭和23年 7 月以来学会，士会，建設業会，及ん: 会の

門会述合蚕員会は本年度も東京に於て ｭ 々会合ｴｕｾ演を

進必ていたが漸〈英の改正の成案を得たので更に建設

省側と共同研究の上本述合会実を基礎と L て中央建設

業審誠会で審訴の結果正式確認される運びとなり近〈

改正工事官11負契約舎及訪負契約々款として同会連合で

印刷に附し使用される事となった。

向上詑連合会の外 本会内のｾＡ｝負規程委員会と之に関

連して 5 月30日より年度末迄屡々会合東京に於ける

26年 3 月開催の最終会には薮中一良委員が上京列席協

議した。迫而木委員会及凹会連合委員会は其4干: を実了

したので26年 3 月を. J ; lて共に解散したe

伸びる家展覧曾委員含

ム ＲＵ 年 Ｑ 月以来準備を進占うていた首題展， ｾＶ 会は中野委

員長外委員と会場提供の大主Ls!l Jとの折衝で段、実そ似た



ので 3 月に懸賞図案の募集をしたc 街第二会場実物建 展示。岩本同行，透谷，白石怖: : - . ，糾ゆ干ト孝。

設を予定企画として大阪新聞社会徳社長外同社幹部

と折衝タイ 7 ツ プ L 之叉家と陸と越しで懸賞募集し 近畿建築法規委員曾

--， ｾ。

く1) 伸びる霊長話十凶索懸賞券集

要旨商司 ｾｾＶ 好 ＭＳＰ 王寺，賞金入選 Ｓ 各 ｬ 万円宛，佳作 Ｕ 名

3000円 宛 締 切 3月15日審査員小林消，槻僑諒三

東焔謙三，三木栄達皇，中野順次自F，11:書記初夫，村野

族吾，吉田安三日 ｉ ｾ の諸氏

3 月20日 応 募132通の審査会開催 ? 入選前水千栄子

今西茂雄，岩本博行，佳作伊藤消，池田u < 丸佐々

木明夫，桜井叡，剃武維の諸氏

( 2) 伸びゆ〈住宅展開先j ! ， 4月25日- 3 0 日，市内大草Lf'i

1写盾・五階台1・場，入選佳作図案とモデルハウス展示，

模型r f ; ;参考出品 L た。

く3) 通俗誠治会 4，27 2時- 3時大丸5階会議室，住宅

公庫に就て，元有住宅稼長，住い方に就て，中野展

tt 主会委員長。

くの伸びる家と fセい方に就ての展示図2寝袋旅行発先。

( 5) 第 2 会場を予定して企抑i した大阪新聞社との共同

主催ｽ乙依るわが家の設計家と庭の図書長下詑ｾ領で懸

賞募集した。

もり世田坪，15出J i ，建坪12- 30坪 締 切 3 月25日

審査員伊藤正文，尾崎久助，総原三郎、小林治，

辻野千縄，中野順次郎，西川浩文，商)11ふじ子，大

阪新聞社幹部諸氏， 賃金 1等 3 万円， 2 等 1万円

2 名，佳作 2 千円10名 応 募3叩余通，ス選者 1等消

水千喋子，持中i ' ! i 茂雄泊中駒吉，佳作岩本博行

高田弘，鈴木三一，宅来快美，福中義夫2 池国光雄

名会合志，烏居一彦，伊藤浩，光安義光祐氏。

1 等は上六近鉄百貨庖で喫物作成展示した。

ム 委 員

委員長中野順次郎，副委員長小林消，幹事岩木博

行，樫根英nr ，広淑1l 1J夫。

企画。小商僻，章［ｪ�ｾ守善，津村ヨｾＭ波辺，波多野，

木下。

出版。小林約，広滋砂j 夫，星lぶ女。

ぺデスタ1Ltil

太滞組株式曾舵

6 月24日 於:M日ピル協会事務室，建築学会jE設支都

と合聞の下に建築基準法制定につき協掛の結果. 1--認。

委員会を特設して建設省の議問に応え叉は lて申すぞ Id 

的で下詑のi直進行 L た。

委員会構成

委員長中沢誠一自r。桃造計J i l :分科，主f t ' 以前j f j _ 。

委員# j ij 矯諒， Jl ti 山卯三，松井消之助，署長口 'b';，

森田鹿ー，鷲尾健ーさf。防火分科，主省尾崎久助。

委員弁上車両ニ，相I1足繁雄， 1守間信武，手' f Al 安亡: f' 1;  

中沢誠一良11。

都市計凶分利，主代稗国治。委員綱本経W:，司WJI

滋三三中西六自1¥，村野琢吾，山内嘉兵衛。工主li 分科

主査小田島兵吉。委員不｛川純 一 自 ｉｾ ，岡 木弘， il ぞ山

殺，竹中錬ー，土岐達人。

以上各分科会は市に夫々開催協議を進めた。

7 月14日 朝日ピル 4 階特別室で全委員錦司俗，此の

日特に大防に於lするピルヂ γ グ協会より代表 と1 で

中栂主主ー，野村愛民i 国代一氏侍; 特別列席， ピ・l 建

物の高さの制限につき格別の検討審議されたい希中

意見を聴取後間俗，各分科会の検討事項そ収書埋め j(干

に東京学会本部及建設省}こ内示し t 京中の京阪w建

築部長に述絡 l: た。

7 月20臼 於朝日 Ｔ 階特別会説室開催，建設省中 ｉｈ Ｍ ｾ 方

災課長，小宮技官，東京都関係 3 名，奈良和歌山県

建築課長等特別列席，委員長外13名出席，村井，小

宮両氏より建設省側の説明後夫身内容につき検討意

見交換後，木月 27日迄成案作成申合せ。

7 月24日 於朝日 th! 1会事務室総委員会開催. 14名出席

各分科資耕をま長銀，別項の如r 整備した後併写に L

26日朝，中沢委員長が持参上京夫々関係先『て手交し

た。以ヒ木委員会完結。

建築関係法規氏関ナる講演舎

10月7 自 民守 ｶｬ 日本都部務所上詑競演準備委員会 ｾｮ

倣! 森閑&i ! 一氏外10名出席，協議の結果，建築お冷滋;

士法，防火関係法規講演会企闘を定め下の涌り打合

せ夫々挙行 L た。

京者11，労働会館 11月15- 16日。大阪，都島商工 ;;:I i

堂。 17- 18白神戸， i程婆会館 21- 22日。主催，各

府県，学会支部，日本建築協J会，士会支郁. 建設業

協会，外関係団体内講師，建設省，各地方1 ' 1主管錬

長。経費各主御者分相。
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住 宅 委 員 会

5 月19日 朝日事務所

委員長に元吉勇太郎氏、を互品事業計画検

討。

11月 1 日と同月 14 日 朝日事務男市司会元吉

委員長外出席

幹事追加の件，住宅公庫融資による設計凶主義

刊行の件，話負単価に関する件等; を講す。

3 月30日 朝日事防所委員長外 5 名出席

fj I j 阿申合せの設計の件検討し会誌掲載の件

を請す。

住宅委員会では，住宅金融公庫を利用して家

を建てる人々が，いままでの中小住宅をそのま

ま縮少したような，いわゆる封建的た住宅を建

てる人が相当にあるので，そう云った人々のた

めに，新時代にふさわしい明朗，快的，利便を

目標とした佐宅の設計図作成を計画していたが

そのうち平面図と立面図の成果を得? とので乙乙

に 1 - 2 を紹介する。
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1  5. 0 坪 A
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0 3  C o  "  

卒 函 図

C A) この案! - r . 北入玄関。 9帖大の居間と， 31陥大の合

所を南北に T 型に結びつけ， リピゾグキチ ν を形成し

ここで犀聞の坐活の大半がなされる。叉東と西に 6 帖

と4 帖半を配りここは夫婦と子供の寝室に使われる。

リピゾグキチ Y には，いろいろと問題はあろ号が，

この程度の住宅では私産はともか( ，家族共用の居間

を余り 小さぐ区切らぬこと，通路部を出来るだけ排す

ることが必要であるため，かかる大きな居間を採用し

' ー

ｉｾ 。
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のは云号まで

もない。叉，

広縁の一隅に

食卓を設け，

台所とハッチ

で連絡する。

便所，浴室部

E 韮・

分に最小限必

卒 面 図

皇軍な廊下がら

るが，これは

いわば洗面，

卒 面 図

脱衣笠でもあ

るから，通路

部分が全〈な

いプラ ν と云

ってよし、。

( C) この案

1" 1 西ス玄関，

A索とよく似

ているが，中

央居間の東. に

主婦の仕事場

を設け，食卓

とその上方に

食怒戸棚を造

り. 居間とー

応区切をつけ

たのを特長と

する。叉，西

の 4. 5帖に入

るのに板敷部

を設け，これ

を腰掛の代用

とする。

次々 以
々々

3炉ヲ

B  17. 25 坪

C  1  8. 0 坪
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時議号室:2諸 姦 議 四 曾 連 合 協 定

工事請負契約約款完成頒布

従来凶会協定の工事諾負規程は大正12年決定以来数度

一音f ，改正使用されていたが戦後の社会情勢に副わなL 、た

め数年前から上記凶会連合で協定を進め本年 2 月漸〈其

の決定を見工事笥負契約約款とし頒布する那となった，

此の約款は本年 2 月14日中央建設業審議会決定の民間建

設工事総 準 ＳＧ ｾｾｩ 負契 約約款甲と同一内容 で木会維誌と 同型Ａ

の11頁一部と工事詩負契約書一枚方、らなっている ，本契

約書は各方固から久し〈待望せられていたが今回東京に

於て印刷完成さ れたので拡〈頒布する事となったもの

である。

御入用の方は下記により 御申込下さい。

一郎￥3 O， O[) 但送料を要する時lま一部につき

￥ 36，00 

昭和26年 5 月 1 日

社団法人 目 ・本 建 築 協 会

大阪市北区中之島朝日ピル，叉は市内東区天担11僑大阪

建設会館分室宛の事，振替大阪39975番

工 事請 負 契 約 約 款 目次内容

1. 総 則

2. 荷 負 者

3 一括委任と一括下誌負

4. 権利義務の承継等

5. 保 証 人

6. 監 理 技 師

編 集 後 記

「秋ならで五月も 寒 し鷺の袋」も過ぎ「六月の氷もと L

〈都かな」 と自然は変って行きます。

作家としてサ F リネゾの遺作，教会建築の御紹介をし

て会員諸兄の印象に後れば，芸評と思います。

建築文化と云い，新建築と云ぃ，国際連築と云い，符

すばらしい活躍に〈例へ商業鰍誌だとしても 〉建築界の

ｾ織に偉大なものが御座居ます。

一人「建築と社会」がをさまっていてはいられたいよ

ろな気もします。次号l玄関西が生tんだ偉大な作家，村野

藤苦先生のホテル建築特締を少い乍ら掲載さして頂〈 考

へで居ります。

例ヘタの炉に 〈べられる野の白百合1とだとしても英か

目的の中心に編集委員会は進んで行含ます。。

お

7. 現場代理人，主任技術者

8. 工事関係者についての民議

9. 歓会: ， }'[.会

10. 支給材糾，貸与品

11. 適合しない施了.

12 損害の防止

13. 第百者の損? ?

14. 一般損害の負担

15: 危 険 負 担

16. 損 害 保 険

17. 完成，検食，引渡

18. 音F >分，使州

19. 詰 求，支払

20. 板焼の担保

21 . 工事の変更

22. 工期の変更

23. 詩負代金の変更

24. 履行遅滞，述約金

25 甲の解除権

26. 乙の解除権等

27. 解除後の処置

28. 工 事 代 行

29. ｾＺ悼の解決，仲裁

30. 補 則

建 築 と 祉 会

第 3 2 輯 第 6 号

売価 1 部80円 く送料共〉

昭和 ｾＶ 年 Ｕ 月初日印刷 ・ 昭和 ＲＶ 年 Ｖ 月 Ｑ 日発行
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